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Ⅰ はじめに 

この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規定に基

づいた川越市教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

ての点検及び評価を行った結果についてとりまとめたものです。 

 

 教育委員会は、市長から独立した立場で教育行政に関する基本方針のもと、

学校教育や社会教育など広範かつ専門的な教育行政事務を管理及び執行するた

めに設置された合議制の機関（行政委員会）です。 

 平成 19年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、

教育委員会が事前に策定した「基本方針」にそって具体的な教育行政事務が管

理及び執行されているかについて、教育委員会自らが点検及び評価を実施し、

その点検及び評価に当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用

を図るものとされました。 

  

 川越市教育委員会は、平成 23 年２月に策定した川越市教育振興基本計画の施

策について、教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を教育に

関する学識経験を有する方々の知見を活用し実施いたしました。 

 川越市教育委員会は、この点検及び評価の結果及び知見者の方々からいただ

いたご意見を生かし、計画的かつ効果的な教育行政を推進してまいります。 

 

 

 

 

＜参考＞ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律＜抄＞ 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第27条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管

理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

                  （平成 20 年４月１日施行） 
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なお、平成 23 年度評価対象から川越市教育振興基本計画の施策を点検及び評

価の対象とし、川越市教育振興基本計画の進行管理の点検評価も併せて、報告

書としています。平成 22 年度から文化及びスポーツに関する事務は、教育委員

会から市長部局に移管されておりますが、参考として文化及びスポーツに関す

る事務は、市長部局において点検・評価を行ったものを併せて、報告書に掲載

しています。 

 

＜参考＞ 

○川越市教育振興基本計画第３章「計画の推進」 

計画を効果的に推進するため、主要な施策の目標値を設定するとともに、

学識経験者の知見を活用し、事務事業の点検評価を実施することにより、計

画の進行管理を行います。その結果を踏まえ必要に応じ、施策の見直しを行

いながら計画を推進します。 

 

 

Ⅱ 点検及び評価の実施方法 

 川越市教育振興基本計画は、５つの方向性（基本方針）を基に、39 項目の施

策の柱と 106 項目の細施策で構成されており、施策の成果を表す目標値として

42 項目を掲げています。点検及び評価は、106 項目の細施策を単位とし、42 項

目の目標値や細施策の事業等の実績を基に進捗状況を担当課が評価し、改善の

方策を示します。そして、39 の施策の柱ごとに、学識経験者のご意見をいただ

き、総合的な評価を行います。 

 

Ⅲ 施策を評価する表における「指標の推移」及び「成果実績」について 

・「指標の推移」については、平成 27 年度末において達成を目指す施策の目標

値（指標）42 項目において成果や達成度を測るために、指標及び説明とともに

平成 25 年度までの実績値を掲載しています。 

・「成果実績」については、施策の目標値を持たない 42 項目以外の施策につい

て、平成 25 年度までの成果実績を数値化し、実績値及び達成状況の把握を行い

ます。 

 

Ⅳ 学識経験者の知見の活用 

 点検及び評価の実施にあたっては、「教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用」に関して、下記の３名からご意見をいただき、点検及び評価の内容に

反映させていただきました。 
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      五十音順 敬称略 

氏   名 役   職 

神 林  邦 子  川越市 PTA 連合会会計 

瀬 沼  進 一  元川越市立中学校長 

成 松  恭 平  淑徳大学教授 

 

Ⅴ 施策評価の基準 

  各細施策、施策の柱の点検及び評価は、次の４区分により達成度の評価を行う。 

Ａ 施策、事業の達成度、進ちょくが順調である。 

目標値に対し達成度が非常に高い。 

目標値の場合、基準値（平成２１年度）を基本とし目標値から見て実績値の達成

状況が８０％以上。 

Ｂ 施策、事業の達成度、進ちょくが概ね順調である。 

目標値に対し達成度が高い。 

目標値の場合、基準値（平成２１年度）を基本とし目標値から見て実績値の達成

状況が６０％以上８０％未満。 

Ｃ 施策、事業の達成度、進ちょくがあまり順調でない。 

目標値に対し達成度がやや低い。 

目標値の場合、基準値（平成２１年度）を基本とし目標値から見て実績値の達成

状況が４０％以上６０％未満。 

Ｄ 施策、事業の達成度、進ちょくが順調でない。 

目標値に対し達成度が低い。 

目標値の場合、基準値（平成２１年度）を基本とし目標値から見て実績値の達成

状況が４０％未満。 

 

○目標値は、その施策の目標・目的の中で数値化できるものを表したものです。 

施策の評価は、指標の進ちょくだけでなく、その他の事業実績等も包含した上で

総合的に評価しています。 
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H24年度より
改善が見られ
ている指標

H24 年 度 より
改善が見られ
ていない指標

方向性Ⅰ 2 20 53 (42) 11 8 2 1

方向性Ⅱ 3 10 28 (16) 14 6 4 4

方向性Ⅲ 1 4 14 (6) 13 6 2 5

方向性Ⅳ 1 3 7 (5) 2 0 1 1

方向性Ⅴ 1 2 4 (2) 2 1 0 1

合　　　計 8 39 106 (71) 42 21 9 12

　(注)  『達成状況一覧』は、５・６ページに掲載されています。

Ⅵ　川越市教育振興基本計画の施策目標値「達成状況総括表」

方向性 施策数
施策の
柱  数

細施策数（うち
指標設定のな
い細施策数）

目標値の
ある指標数

現時点で
目 標 を
達 成 済

未達成
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目標値

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 Ｈ２７

教育センター
分室(リベーラ)

さわやか相談員がかかわり
を持ち、解決した割合

％ 66.8 82.9 84.0 84.2 86.6 75.0

教育指導課 中学校の不登校出現率 ％ 3.33 2.63 2.59 2.17 1.97 2.75

教育センター 教職員の研修参加回数 回 4.1 4.4 5.1 5.2 4.9 4.4

教育センター
授業におけるICT(情報通信
技術)活用授業回数

回 28 32.2 36.8 34.1 43.2 35

教育センター
情報モラルに関する指導が
できる教員の割合(文部科学
省及び川越市独自調査)

％／校 66 75 76 77 80 80

回 20 32 32 32 32 32

校 20 32 32 32 32 32

中央図書館 学校への団体貸出数 冊 5,725 6,886 5,158 5,059 6,440 8,000

教育指導課
新体力テスト総合評価（５
段階）で３段階以上の割合

％ 82.6 83.2 83.7 85 84.6 90.0

教育財務課 学校施設の耐震化の推進 ％ 63 76 93 100 100 100

教育財務課 大規模改造工事の推進 ％ 44 52 54 55 57 59

学校給食課
学校給食における地場産物
の使用拡大

％ 19.3 8.8 19.1 19.6 21.4 20.0

地域教育支援課
子どもサポート事業への参
加者数

人 11,105 15,409 22,196 33,696 32,848 15,000

地域教育支援課 学校応援団の活動数 件 107 138 144 225 569 216

地域教育支援課
ジュニアリーダースクラブ
登録者の割合

％ 82.5 85.7 84.1 89.0 90.8 85.0

文化芸術振興課 生涯学習センターの設置 館 0 0 0 0 0 1

中央公民館 町内公民館講座の開設数 講座 69 74 81 85 79 70

中央公民館 生涯学習事業参加者数 人 93,530 98,402 111,700 110,970 111,513 135,000

地域教育支援課
公民館における人権教育指
導者養成講座参加者数

人 3,798 3,766 3,813 4,000 3,972 4,000

中央図書館 蔵書数 冊 799,883 805,270 812,526 820,239 827,797 860,000

中央図書館 大学図書館との連携 校 1 1 1 1 1 2

博物館 博物館の入館者数 人 89,022 77,163 90,746 94,318 91,357 100,000

博物館 博物館の収蔵資料点数 点 35,850 35,972 36,644 37,031 37,573 40,000

博物館
博物館の講座・教室の参加
者数

人 3,194 2,970 3,000 3,776 3,691 3,400

博物館
教育課程に位置付けた博物
館活用の学校数

校 268 275 324 321 338 300

文化芸術振興課
川越シティカレッジの開催
【※平成２４年度より川越
大学間連携講座の開催】

回 5 6 6 2 4 6

Ⅱ

1 家庭・地域の教育
力の向上

2 生涯にわたる学習
活動の推進

3 生涯学習環境の整
備・充実

2 安全・安心で質の
高い教育を支える教
育環境の整備・充実

中央図書館
図書館司書による学校訪問
等の回数（校数）

現在値
(Ｈ２１)

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

Ⅰ

1 生きる力と豊かな
人間性を育む教育の
推進

Ⅶ　川越市教育振興基本計画の施策目標値「達成状況一覧」

方向性 施 策 担 当 課 指 標 名 単 位
達成状況
及び傾向

Ｈ２６
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目標値

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 Ｈ２７

現在値
(Ｈ２１)

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

方向性 施 策 担 当 課 指 標 名 単 位
達成状況
及び傾向

Ｈ２６

都市景観課
伝統的建造物の修理件数累
計

件 34 38 41 46 51 55

文化財保護課 指定等文化財数 件 246 250 252 256 257 255

文化財保護課
河越館跡地の史跡公園整備
率

％ 30.4 30.4 30.4 30.4 30.4 78.0

文化財保護課
国指定史跡河越館跡史跡公
園活用事業数累計

件 0 1 2 1 1 5

文化芸術振興課 若い世代の参加事業の取組 回 0 0 1 2 2 2

文化芸術振興課 文化芸術の支援 事業 4 5 6 7 7 5

美術館
教育普及ボランティアの活
動実施

回 0 20 26 49 62 20

美術館
ジュニア アートスクエアの
開催

回 0 9 12 12 10 12

美術館 市民ギャラリーの利用促進
週稼
働

45 49 42 51 49 47

美術館
川越市立中学校美術部の祭
典の開催

校 17 17 18 20 21 20

美術館
小中学生県特選美術作品展
の開催

人 367 360 313 330 274 700

美術館 創作室の利用促進
稼働
率
 ／％

46.6 44.0 43.0 43.9 47.1 65.0

文化芸術振興課 文化施設の利用者数 人 593,643 569,301 537,052 590,295 555,479 1,000,000

国際文化交流課 国際交流センター利用人数 人 84 73 68 64 56 120

国際文化交流課
姉妹都市（海外）間の交流
数

件 3 5 3 8 10 14

スポーツ振興課
スポーツ実施率（成人の月1
回以上のスポーツ実施率）

％ 46.8 65.2 47.9 67.8 60

スポーツ振興課
総合型地域スポーツクラブ
の設置数

件 2 2 2 3 3 5

　(注)  達成状況及び傾向についての見方

Ⅳ
1 多文化共生と国際
交流・協力の推進

Ⅴ
1 生涯スポーツの推
進

Ⅲ
1 文化財の保存・活
用と芸術文化活動の
充実

内　　　　　容

現時点で目標が達成されている指標

Ｈ２４年度より改善が見られている指標

Ｈ２４年度より改善が見られていない指標
（数値の悪化・減少又は、変わらなかったもの）

指標の改善傾向
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

方向性
Ⅰ 2 20 6 14 0 0 6 14 0 0 53 15 37 1 0

方向性
Ⅱ 3 10 5 3 2 0 5 3 2 0 28 11 11 5 1

方向性
Ⅲ 1 4 1 3 0 0 1 3 0 0 14 6 7 1 0

方向性
Ⅳ 1 3 2 1 0 0 2 1 0 0 7 2 5 0 0

方向性
Ⅴ 1 2 0 2 0 0 0 2 0 0 4 0 4 0 0

合計 8 39 14 23 2 0 14 23 2 0 106 34 64 7 1

Ⅷ　川越市教育振興基本計画　「施策評価総括表」

方向性 施策数
施策の
柱  数

細施
策数

（施策の柱）
施策評価内容

(細施策）
施策評価内容

総合評価内容
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施策１　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱
総合
評価

細 施 策
掲載

ページ
担 当 課

Ｂ ①学力向上対策の推進 12 教育指導課

Ｂ
②市独自の少人数学級編制の推進
（平成25年度より、各学校の課題に応じた学校支援
事業の推進として実施）

12 学校管理課

Ｂ ①学力（読む・書く・計算）向上の推進 14

Ｂ ②規律ある態度の育成 14

Ｂ ③体力向上の推進 15

Ｂ ①小学校・中学校連携の推進 16

Ｂ ②中学校・市立川越高等学校連携の推進 16

Ａ ③幼稚園・保育園・小学校連携の推進 17 教育指導課

Ｂ ①道徳教育の充実 18

Ｂ ②いじめ・不登校対策の推進 18

Ａ ③教育相談の充実 19 教育センター分室(リベーラ)

Ａ ④関係機関との連携事業 19 教育指導課

Ａ ⑤いきいき登校サポートプランの推進 20 教育センター分室(リベーラ)

(5)進路指導・キャリア教育の充実 Ａ Ａ Ａ ①地域・関係機関と連携した社会体験活動の充実 21 教育指導課

(6)科学体験活動の推進 Ａ Ａ Ａ ①科学わくわくラーニングプログラム事業の推進 22 教育指導課

Ｂ ①学校評議員制度の充実 23

Ｂ ②地域人材活用事業の充実 23

Ｂ ③日本語指導ボランティアの充実 24

Ａ ①経験・職能別研修の充実 25 教育センター

Ｂ ②管理職等研修の充実 25 学校管理課

Ｂ ③奨励研修の充実 26 教育センター

Ｂ ④かわごえ異業種体験研修事業の推進 26

Ｂ ⑤大学等進学指導力向上研修の推進 27

Ｂ ①就学支援委員会の充実 28

Ｂ ②一人ひとりのニーズに応じた指導や支援の充実 28

Ｂ ③特別支援教育の理解・啓発の推進 29

Ｂ ④市立特別支援学校のセンター的機能の充実 29

Ｂ ①英語指導助手（ＡＥＴ）の配置事業の充実 31

Ｂ ②小学校外国語活動の推進 31

Ｂ ③中学校英語教育の充実 32

Ｂ ④国際理解教育の推進 32

Ａ ①ＩＣＴ教育の推進 34

Ｂ ②情報モラル教育の推進 34

Ｂ ③コンピュータ施設・設備の充実と活用 35

Ｂ ①読書活動啓発推進事業 36 教育指導課

Ａ ②図書館司書による読書活動の推進 36

Ｂ ③図書館から学校への団体貸出の推進 37

Ａ ①学校保健活動の推進 38

Ｂ ②安全・安心の推進 38

Ｂ ③体力向上の推進 39

Ｂ ①人事評価の充実 40

Ｂ ②学校評価の充実 40

(2)教育に関する３つの達成目標の推進 Ｂ Ｂ 教育指導課

(3)校種間連携の推進 Ｂ Ｂ
学校管理課

Ⅸ　川越市教育振興基本計画　「施策評価一覧」

方向性Ⅰ　生きる力を育む学校教育の推進

施策評価

(1)確かな学力の育成 Ｂ Ｂ

(8)教職員の資質向上 Ｂ Ｂ

学校管理課

(9)特別支援教育の充実 Ｂ Ｂ
教育センター
分室(リベーラ)

(4)生徒指導の充実 Ａ Ａ

教育指導課

(7)地域に開かれた特色ある学校づくりの推進 Ｂ Ｂ 学校管理課

(12)読書活動の推進 Ｂ Ｂ
中央図書館

(13)健康の保持増進と安全・体力向上の
推進

Ｂ Ｂ 教育指導課

(10)英語教育・外国語（英語）活動及び
国際理解教育の推進

Ｂ Ｂ 教育センター

(11)情報教育の推進 Ｂ Ｂ 教育センター

(14)学校の評価充実 Ｂ Ｂ 学校管理課
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Ⅸ　川越市教育振興基本計画　「施策評価一覧」

施策２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

施 策 の 柱
総合
評価

細 施 策
掲載

ページ
担 当 課

Ａ ①学校施設の耐震化の推進 42

Ａ ②大規模改造工事等学校施設の整備の推進 42

(2)小・中学校の適正配置と通学区域の弾力化 Ｂ Ｂ Ｂ ①小・中学校の通学区域・規模等の検討 44 学校管理課

Ａ ①司書教諭・図書整理員の配置 45

Ｂ ②蔵書の充実 45

Ｂ ①食育の推進 47 教育指導課

Ａ ②給食内容の充実 47

Ｃ ③学校給食施設の整備 48

(5)市立川越高等学校の改革・充実 Ｂ Ｂ Ｂ ①市立川越高等学校将来構想の検討と推進 49 市立川越高等学校

Ａ ①教育センターの整備・開放の充実 50

Ｂ ②家庭・地域との連携研修の充実 50

施策１　家庭・地域の教育力の向上

施 策 の 柱
総合
評価

細 施 策
掲載

ページ
担 当 課

Ａ ①家庭教育の充実 52 地域教育支援課

Ｂ ②学童保育の充実 52 教育財務課

Ｂ ①地域ぐるみ教育のためのネットワークの整備 54

Ａ ②学びを支援するシステムの整備 54

Ａ ③社会教育関係団体への支援 55

施策２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 総合
評価

細 施 策 掲載
ページ

担 当 課

Ｂ ①生涯学習推進のための拠点施設設置 56 文化芸術振興課

Ｃ ②社会教育職員研修の充実 56 地域教育支援課

Ｂ ①学習情報の提供システム整備 58

Ａ ②生涯学習に関する意識調査の実施 58

Ａ ③町内公民館講座の開設支援 59 中央公民館

Ａ ①ライフステージにおける課題の学習 60

Ｂ ②現代的課題の学習 60

Ａ ③地域の教育活動を支援 61

Ｂ ①学校教育における人権教育推進事業 62

Ａ ②人権啓発活動の推進 62

Ａ ③人権教育指導者の養成 63

Ｂ ④関係機関・団体等との連携 63

施策３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 総合
評価

細 施 策 掲載
ページ

担 当 課

Ｂ ①公民館の設置 65 地域教育支援課

Ｄ ②既存公民館の整備・充実 65 中央公民館

Ｃ ①図書館サービス網の充実 67

Ｂ ②図書館資料・情報提供サービス機能の充実 67

Ｃ ③図書館を活用した学習活動の推進 68

Ｂ ①展示機能の充実 69

Ｂ ②郷土資料の収集・保存 69

Ａ ③教育普及事業の充実と学校教育との連携強化 70

Ｃ ④博物館・蔵造り資料館の整備 70

Ａ ①川越シティカレッジの開催
（平成２４年度より川越大学間連携講座として開催）

72

Ｃ ②大学と連携した人材の育成 72

施策評価

(1)学校施設の整備・充実 Ａ Ａ 教育財務課

教育センター

方向性Ⅱ　活力ある地域を創る生涯学習の推進

施策評価

(3)学校図書館の充実 Ａ Ａ 教育指導課

(4)学校給食の充実 Ｂ Ｂ
学校給食課

(1)家庭への支援 Ａ Ａ

(2)地域の教育力の向上 Ａ Ａ

(6)教育センターの充実 Ａ Ａ

中央公民館

(4)人権教育の充実 Ａ Ａ 地域教育支援課

地域教育支援課

施策評価

(1)生涯学習推進体制の確立 Ｂ Ｂ

(2)多様な学習機会の創設 Ａ Ａ
文化芸術振興課

施策評価

(1)身近な学習施設としての公民館の整
備・充実

Ｃ Ｃ

(2)図書館サービス網の整備・充実 Ｃ Ｃ

(3)社会の変化に応じた学習機会の提供 Ａ Ａ

中央図書館

(3)博物館の整備・充実 Ｂ Ｂ 博物館

(4)高等教育機関等との連携・協働の推
進

Ｂ Ｂ 文化芸術振興課
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Ⅸ　川越市教育振興基本計画　「施策評価一覧」

施策１　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱
総合
評価

細 施 策
掲載

ページ
担 当 課

Ｂ ①文化財の保護と活用 74

Ｂ ②文化財保護意識の啓発 74

Ｂ ③民俗文化財の保存と後継者の育成 75

Ａ ④重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実 75 都市景観課

Ａ ⑤指定文化財の維持管理の充実と活用事業 76

Ｂ ⑥河越館跡地等の整備・活用 76

Ａ ①連携・協働による新たな文化芸術の創造 78

Ａ ②若い世代が文化芸術事業に参加しやすいしくみづくり 78

Ｂ ③特色ある文化芸術拠点の整備 79 文化芸術振興課
美術館

Ｂ ➀文化芸術が身近にある環境づくり 80

Ｂ ➁子どもたちが文化芸術に親しむ機会づくり 80

Ａ ①文化芸術活動への支援 82

Ａ ②文化芸術活動の場の整備 82

Ｃ ③文化交流の促進 83 文化芸術振興課
国際文化交流課

施策１　多文化共生と国際交流・協力の推進

施 策 の 柱
総合
評価

細 施 策
掲載

ページ
担 当 課

Ａ ①共生意識を醸成するための相互理解の推進 84

Ｂ ②留学生の支援 84

Ｂ ①人材の開発と育成 86

Ｂ ②NGOなどとの協力と連携 86

Ｂ ③地域の国際化推進体制の整備 87

Ａ ①川越市姉妹都市交流委員会への支援強化 88

Ｂ ②新しい地域、都市との交流創出 88

施策１　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 総合
評価

細 施 策 掲載
ページ

担 当 課

Ｂ ①総合型地域スポーツクラブの設置・育成 90

Ｂ ②スポーツ教室・大会等の充実 90

Ｂ ①スポーツ指導者等の養成・活用 92

Ｂ ②スポーツ施設等の整備・充実 92

評価Ａの数 8 8 26

評価Ｂの数 26 26 62

評価Ｃの数 5 5 17

評価Ｄの数 0 0 1

　合　　計 39 39 106

　　　　　　　　　　　　　※網掛け　　　　 は都市計画部

　　　　　　　　　　　　　※網掛け　　 　　は文化スポーツ部

方向性Ⅲ　歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

施策評価

(1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用 Ｂ Ｂ

文化財保護課

文化財保護課

(2)川越らしい文化芸術の振興 Ａ Ａ

文化芸術振興課

(3)文化芸術に触れる機会づくり Ｂ Ｂ 美術館

文化芸術振興課

(1)行政の国際化 Ａ Ａ 国際文化交流課

(2)国際感覚に優れた市民の育成 Ｂ Ｂ 国際文化交流課

(4)文化芸術活動への支援と交流の促進 Ｂ Ｂ

方向性Ⅳ　多文化共生と国際交流・協力の推進

施策評価

(1)スポーツ活動の推進 Ｂ Ｂ スポーツ振興課

(2)スポーツ環境基盤整備 Ｂ Ｂ スポーツ振興課

(3)姉妹都市交流の更なる充実 Ａ Ａ 国際文化交流課

方向性Ⅴ　生涯スポーツの推進

施策評価
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Ⅹ 進行管理（点検評価）
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　各学校の課題に即した個に応じたきめ細かな指導ができ、不登校生徒数の減尐、いじめ
の発生件数の減尐、学力の向上等の成果を得たことなど、概ね順調に進ちょくしています。

評 価 の 理 由

　配置した学校での効果を検証しながら、必要とする学校に対し各課題に応じて教員を配
置し、生徒指導体制の充実や学力向上に向け、子どもたち一人ひとりに応じたきめ細かな
教育活動を推進していきます。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

改善の方策等

学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容
　積極的な生徒指導を推進し、子どもたちの心の教育・学力向上・いじめの未然防止・尐人
数学級編制等、各学校におけるさまざまな課題を解決するため、市費による教員（オールマ
イティーチャー）を配置します。（オールマイティーチャーの配置は平成25年度から）

評 価 の 理 由

改善の方策等

施 策 の 柱 (1)確かな学力の育成 担当課

授業以外で1時間以上
勉強する児童の割合
（小学校５年生）（％）

37 40

　校長の創意を生かした企画書に基づき、各学校の課題に応じて、市内の中学校10校に11
人の市費による教員（国語１人、社会２人、数学１人、理科２人、英語１人、美術１人、保健体
育３人）を配置しました。これにより、子どもたち一人ひとりに応じたきめ細かな教育活動を推
進することができました。

対象校に配置した
率（％）

90 70

臨時講師配置状況
（人）

9 7

担当課評価

細 施 策
②市独自の尐人数学級編制の推進
（平成25年度より、各学校の課題に応じた学校支
援事業の推進として実施）

11

100

　ＰＴＡ連合会と連携し、学力向上アクションプランの周知が図られるようにしました。これによ
り、各学校における学力向上アクションプランの具体的な活用により、学校や家庭の意識改
革が図られ、概ね順調に進ちょくしています。

・学力向上プラン策定の趣旨を踏まえた具体的な取組を実施してまいります。
・児童生徒の学びの基盤となる家庭学習の習慣化を推進していきます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進
【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (1)確かな学力の育成 担当課

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

担当課評価

細 施 策 ①学力向上対策の推進 教育指導課

施 策 の 内 容

・学力向上検討委員会において、本市の児童生徒の学力の現状と課題を把握しながら新学
習指導要領への対応を図ります。
・児童生徒の家庭学習の習慣化や学力向上への具体的な取組を指導し、学力向上を推進
していきます。

授業以外で1時間以上
勉強する生徒の割合
（中学校２年生）（％）

51 53

Ｂ

55

41

・学識経験者、保護者・地域の代表、教育関係者で組織された学力向上検討委員会を３回
開催しました。
・これまでの取組から明らかになった課題解決に向け、家庭学習の習慣化及び生活リズムの
確立に向けた啓発資料を作成しました。
・新たな学力向上プランの作成に着手しました。
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細施策 施策の柱
Ｂ

Ｂ

(1)確かな学力の育成

施 策 評 価

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

・学力向上アクションプランについては、各学校、各家庭にまで浸透するように
周知を図ってもらいたい。
・各学校の課題に応じた臨時講師の加配は、学校の支援に役立つ取組である
ため、予算の制約もあると思うが一層の拡大を図り、各学校の支援をお願いし
たい。
・各学校長の経営意欲を高めるため、校長の企画提案に対する予算確保につ
いて検討をお願いしたい。

１　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

学 識 経 験 者
意 見 等

細施策 担当課

①学力向上対策の推進 教育指導課

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　

②市独自の尐人数学級編制の
推進（平成25年度より、各学校
の課題に応じた学校支援事業
の推進として実施）

学校管理課

施 策 の 柱
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小学校・規律ある態度達
成率80％以上の項目（各
学年12項目×６学年）

65項目／72項目 69項目／72項目

中学校・規律ある態度達
成率80％以上の項目（各
学年12項目×３学年）

32項目／36項目 33項目／36項目

改善の方策等

評 価 の 理 由
　児童生徒質問紙調査の結果、達成率が80％以上の項目数が増加しており、概ね順調に
進ちょくしています。

　規律ある授業が学力の向上に関連があることを踏まえ、学校指導訪問等の機会を通して、
各校の実態に即した取組を支援してまいります。

施 策 の 内 容
　学習指導要領に基づき、読む・書く・計算の観点を中心に、子どもたちの学力の土台づくり
を進め、小・中学校の連携を踏まえ家庭の協力を得た学力向上の推進を図ります。

細 施 策 ②規律ある態度の育成 教育指導課

施 策 の 内 容
・小・中学校における基本的な生活習慣や学習習慣を身に付けさせます。
・学校が家庭や地域と連携を密にし、思いやりや感謝の心、公共心、善悪を判断する力な
ど、豊かな心を育みます。

改善の方策等

施 策 の 柱

評 価 の 理 由

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・学力向上研修会を実施し、結果分析の仕方や研究資料の活用方法等について研修を進
め、基礎的・基本的な学力内容を定着させました。
・検証結果の分析プログラムを全小・中学校に配布し、各学校が自校の分析結果をもとに対
応策を検討できるようにしました。

成 果 実 績

項目名（単位）

(2)教育に関する３つの達成目標の推進 担当課 担当課評価

　各学校の学力向上策の中に「教育に関する３つの達成目標」を位置付けることで、多くの
項目で｢読む・書く・計算｣の達成率が90％を上回るなど、概ね順調に進ちょくしています。

　「読む・書く・計算」等の基礎的・基本的な学習内容を活用する場を意図的・計画的にもた
せて、学習内容の定着を図るなど指導法の工夫改善を図ります。

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

小学校｢読む・書く」、「計算｣
達成率90％以上の項目（各
学年２項目×６学年）

11項目／12項目 12項目／12項目

Ｂ

12項目／12項目

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・各小・中学校においては校種間の連携を通して、学習の仕方や生活のきまり等について９
年間を見通した生活習慣、学習習慣の定着に向けた取組を進めています。
・「朝のあいさつ運動」についても多くの学校で定着が図られ、自校でのぼりを作る等の積極
的な取組を進めています。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４

中学校｢読む・書く」、「計算｣
達成率90％以上の項目（各
学年２項目×３学年）

４項目／６項目 ４項目／６項目

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (2)教育に関する３つの達成目標の推進 担当課 担当課評価

Ｈ２５

細 施 策 ①学力（読む・書く・計算）向上の推進 教育指導課

４項目／６項目

Ｂ

69項目／72項目

34項目／36項目
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

教育指導課
②規律ある態度の育成 教育指導課
③体力向上の推進 教育指導課

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (2)教育に関する３つの達成目標の推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①学力（読む・書く・計算）向上の推進

改善の方策等

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

上体起こし
（男子）

反復横とび（男子）
シャトルラン､50ｍ走（女子）

前年度より結果のよい
種目（中学校）

50m走(男女)
ボール投げ(男子)

上体起こし（男女）、長座体前
屈（男女）、反復横とび（男女）

施策評価

評 価 の 理 由

上体起こし（男女）
シャトルラン（男女）

　体育や保健体育の授業における運動量を確保するとともに、朝会や休み時間を活用した
業前・業間運動や体つくり運動の実施、ラジオ体操の推進等、家庭や地域で日頃からス
ポーツに親しむ習慣づくり等に取り組みます。

施 策 の 内 容
　豊かな人間性や生きる力の重要な要素である基礎的な体力を向上させるために、家庭や
地域との連携を図りながら、児童生徒の発達段階に応じた効果的な体力向上の取組を充実
します。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・平成25年度川越市児童生徒体力向上推進委員会で、体力向上全体研修会や授業研究
会を実施し、冊子「じゃんぷ」「川越市小・中学校新体力テスト一覧」を発行しました。
・市内各学校の体力向上への取組をまとめ冊子として配布することで、市全体の体力向上
に結び付くようにしました。
・運動の特性に触れる体育・保健体育の授業の推進にあわせ、小学校の体力向上に関する
取組（朝マラソンや休み時間を使った運動）や中学校の部活動が充実しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

前年度より結果のよい
種目（小学校）

施 策 の 柱 (2)教育に関する３つの達成目標の推進 担当課 担当課評価

細 施 策

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　

③体力向上の推進

１　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

教育指導課

総合評価

Ｂ

Ｂ
　規律ある態度の育成については、成果実績における達成状況も年々増加し
ており、大変好ましい傾向であるため、一層の充実を図ってもらいたい。

Ｂ

長座体前屈（女子）
ボール投げ（女子）

　運動する楽しさを重視した授業や朝マラソン等体力向上に係る取組が各学校の工夫のも
とに展開されており、概ね順調に進ちょくしています。

15



・中学１年生の不登校者数は、昨年度比で若干増加しました。
・各校のまとめを見ると、特に成果を感じる取組は、連絡会・情報交換会（70％）、授業公開・
研究協議（64％）、合同研修会（55％）で、昨年度より低い数値です。小中の系統を意図した
学習指導、生徒指導等が徐々に行われるようになってきており、概ね順調に進ちょくしてい
ます。

Ｂ

改善の方策等

評 価 の 理 由
　高校への学校訪問や授業体験、生徒・保護者の学校説明会への参加、年間を通した部
活動の交流などの連携が推進されました。また、中学校の教員が高校を訪問し説明を受
け、校内を見学する交流も行われ、概ね順調に進ちょくしています。

　各学校の特色を生かし、学習指導・生徒指導・進路指導に役立つよう、教職員の共通理解
を深め、計画的に連携を推進します。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　中・高の教職員が実際に相手の顔を見ながら交流を行うことにより、連携に対する機運が
高まりました。また、高校教員による中学校への出前授業、高校での授業体験、生徒相互の
部活動交流を実施しました。高校での授業体験や部活動交流では、高校生が中学生に対
して教えるという機会を持つことができました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

細 施 策 ②中学校・市立川越高等学校連携の推進 学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容

・中学校と市立高等学校が一層連携し、双方の円滑な交流や相互理解、授業改善や教員
の指導力向上に向けた取組を図ります。
・「第二次市立川越高等学校将来構想懇話会」の報告結果を基に、中高一貫教育について
調査研究を進めます。

改善の方策等
   多くの学校で課題ととらえられているのは、時間と場の工夫・体制づくり（63％）で、今後、
児童生徒間の新しい交流の場と時間を模索するとともに、各校の連携組織の体制見直しも
視野に入れ、より系統性を意識した連携事業の推進をします。

施 策 の 柱 (3)校種間連携の推進 担当課 担当課評価

教員・保護者間の交
流活動件数（件）

23 16

生徒間の交流件数
（件）

14 13

15

17

評 価 の 理 由

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

   連携事業として、教員間では授業の参観及び研究協議が行われ、教育課程や人権教育
などの合同研修会が実施されました。児童生徒間では、小６の部活動体験や１日体験入学
が中学校で実施され、音楽会等学校行事での交流も図られました。また、児童生徒が地域
の行事を通して、地域社会と交流し、思考力・判断力・コミュニケーション能力の伸長も図れ
ました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

中学１年生不登校
者数（人）

45 27

中学１年生全体に占める
不登校者数の割合（％） 1.34 0.95

細 施 策 ①小学校・中学校連携の推進 学校管理課

施 策 の 内 容

・市内全小中学校を、９ブロックに分け、それぞれのブロックごとに小中学校間の連携を一層
進めてまいります。
・校長のリーダーシップのもと、教育委員会からも指導主事を配置するなどサポートをしなが
ら、課題を明確にして各学校で行ってきた連携の取組の見直しや改善を図り、学校教育の
一層の充実・活性化を図ります。

35

1.29

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (3)校種間連携の推進 担当課 担当課評価

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ａ

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (3)校種間連携の推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①小学校・中学校連携の推進

学 識 経 験 者
意 見 等

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ
　本市の小中学校の連携は、ブロックごとに取り組んでいるため効率的で効果
も上がっていることから、一層の推進を図ってもらいたい。

学校管理課
②中学校・市立川越高等学校連携の推進 学校管理課
③幼稚園・保育園・小学校連携の推進

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

98 102

参加人数（人） 230 228

施 策 の 内 容
　幼保小連絡懇談会を通して、幼稚園、保育園、小学校のそれぞれの役割の理解を深める
とともに、課題解決に向けた情報を共有するとともによりよい連携のあり方について話し合
い、幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続を図ります。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・幼保小連絡懇談会を６会場で実施しました。
・研究テーマを新たに「子どもの発達と学びの連続性をはぐくむ幼保小の連携」とし、更に視
点を「コミュニケーション能力の育成」に絞り、課題解決に向けた情報を共有しました。
・各会場での記録を冊子にまとめ、関係者に配布するとともに、公民館等に閲覧用として配
布しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

参加園・校数

施 策 の 柱 (3)校種間連携の推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ③幼稚園・保育園・小学校連携の推進 教育指導課

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

評 価 の 理 由

改善の方策等
　幼保小連絡懇談会の成果を各幼稚園・保育園・小学校へ周知し、今後も参加園・参加者
の拡充を図り、幼保小の円滑な連携を図ります。

Ａ

・幼保小連絡懇談会に引き続き102の園・校が参加し、年間を通してテーマに基づき連携に
取り組みました。
・懇談会でのテーマをコミュニケーション能力の育成に絞ったことで話し合いが活性化し、小
１プロブレム等の課題解決に向けた情報を共有するなど、順調に進ちょくしています。

104

216

教育指導課
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1.97 2.75

評 価 の 理 由

改善の方策等

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

％ 3.33 2.63 2.59

・いじめ問題の早期発見に向け、定期的に児童生徒アンケート及び保護者アンケートを実
施し、いじめの早期発見・早期対応に万全を期してまいります。
・川越市児童生徒連絡協議会と連携し、各学校の児童生徒が主体となったいじめ撲滅に向
けた取組を推進してまいります。
・「川越市いじめ防止基本方針」の策定に向け、関係各課と連携を図ってまいります。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・いじめ未然防止対策については、各学校の相談体制、校内いじめ対策委員会、アンケート
実施、児童生徒の活動などの進ちょく状況を毎月確認して取り組みました。
・小中連携を中心とした校種間連携の中で定期的に学校訪問を実施することができました。
・いじめ・不登校対策検討委員会を組織し、いじめや不登校問題の防止に向けた「教育相
談アンケート」や「いじめ対応マニュアル」を作成しました。
・ネットパトロール及びいじめ相談電子窓口を通年で実施し、８件の対応を行いました。

指標及び説明
【指標】
中学校の不登校出現率

【説明】
市内全中学校の生徒数のうち不登校生徒数
の割合

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

細 施 策 ②いじめ・不登校対策の推進 教育指導課

施 策 の 内 容
・中学校１年生で急増するいじめ・不登校問題の対応については、小中連携を中心とした校
種間連携の中で取組を推進します。
・いじめ・不登校対策検討委員会を通して、具体的な取組を推進します。

改善の方策等
　道徳教育推進教師を中心とした校内組織を整備し、家庭・地域との連携した取組や道徳
授業の充実を推進します。

施 策 の 柱 (4)生徒指導の充実 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由
　道徳教育推進教師研修会や学校訪問等を通して、指導力の向上を図ることができ、概ね
順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・道徳教育推進教師研修会を年２回実施しました。
・学校訪問で公開授業を実施し、授業や分科会の協議を通して指導力の向上を図りまし
た。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

教育に関する３つの達成
目標・規律ある態度「整
理整頓・あいさつ・やさし
い言葉づかい・集団の場
での態度・清掃美化活
動」達成率80％以上の項
目（各学年５項目）

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

29／30項目 14／15項目 29／30項目 14／15項目

細 施 策 ①道徳教育の充実 教育指導課

施 策 の 内 容
　豊かな心を育む道徳教育の一層の充実と道徳的実践力の向上を、学校の教育活動全体
で推進します。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (4)生徒指導の充実 担当課 担当課評価

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

Ｂ

・小中連携の推進や不登校傾向の見られる児童生徒に対し早期対応に努めることで、不登
校の出現率が目標値を下回り、概ね順調に進ちょくしています。
・市立全小・中学校で「学校いじめ防止基本方針」を策定し、いじめ未然防止に向けた取組
の方向性が定まり、いじめ問題の早期発見・早期対応が図られました。

Ｂ

29／30項目 15／15項目

2.17
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評 価 の 理 由

改善の方策等

施 策 の 内 容
　課題解決のために、教育センター分室（リベーラ）、庁内こども安全課、児童相談所、警察
署等の関係機関と連携し、情報交換や対応策を検討します。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・教育センターといじめ・不登校対策検討委員会を合同で組織し、問題解決のために協力し
て取り組みました。
・児童相談所とは児童虐待の問題に対して、こども安全課と情報を共有するなど連携して対
応しました。
・児童・生徒の問題行動等に対して、これまで以上に川越警察署生活安全課との連携を深
め、学校の支援体制を整備しました。
・スクールサポーターの配置を要請し、４校に配置されました。
・学校・地域・警察関係者によるサポートチームが９校で組織されました。

成 果 実 績
項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

サポートチームの編
成数（校）

6 8

・生徒指導に関する連携では、指導上配慮を要する児童生徒について事前に情報交換す
るなど、問題発生時のみの連携にならないようにします。
・多様な生徒指導の問題への対応について、各学校の取組を集め指導の手立てを広める
など、迅速に問題解決が図れるようにします。
・各学校の実情に応じ、今後更に警察との連携を進め、学校と一体となった取組を行ってま
いります。

9

施 策 の 柱 (4)生徒指導の充実 担当課 担当課評価

細 施 策 ④関係機関との連携事業 教育指導課

86.6 75.0

評 価 の 理 由

改善の方策等

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

％ 66.8 82.9 84.0 84.2

　さわやか相談員がいじめや不登校、学業や友人問題、家庭環境などの相談に応じ、解決
した（相談が終了した）割合が目標値を上回る86.6％となり、順調に進ちょくしています。

　今後もさわやか相談員、スクールカウンセラーなどとの連携を深め、不安や悩みをもつ児
童生徒やその保護者への教育相談体制の充実を図ります。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

指標及び説明
【指標】
さわやか相談員がかかわりを持ち、解決し
た割合

【説明】　市内全中学校に配置したさわやか相
談員が受けた相談件数のうち解決した（相談
が終了した）件数の割合

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

担当課評価

細 施 策 ③教育相談の充実
教育センター分室

（リベーラ） Ａ

施 策 の 内 容

・市内全中学校に配置している、さわやか相談員の活用を図り、不安や悩みを持つ生徒が相談しやす
い教育相談体制を推進します。
・スクールカウンセラーや教育センター分室（リベーラ）の臨床心理士など、専門的知識を有する人材
を活用し、小学校の児童、保護者に対する教育相談体制の充実を図ります。

・市内全中学校に１人ずつ配置したさわやか相談員が、小・中学生、その保護者等延べ１
0,685人の相談に対応しました。
・週１回から２週間に１回の割合で配置されているスクールカウンセラーが生徒やその保護
者への面接、教職員への助言など、併せて5,046回の相談を行いました。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (4)生徒指導の充実 担当課

Ａ

・教育委員会と川越警察署（生活安全課）の信頼関係を深め、児童生徒の問題等に対し教
育委員会が各種調整を図ることで、学校と警察の連携がこれまで以上に円滑に進められ、
順調に進ちょくしています。
・関係機関等と積極的に連携し、迅速な対応が進められました。
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ

施 策 の 柱 (4)生徒指導の充実

学 識 経 験 者
意 見 等

Ａ

Ａ

・中学校の不登校出現率は、指標の推移にみられるように年度を追って減尐し
ており、目標値も既に十分達成していることから、目標値を再検討したうえで更
なる成果が上がるように取組を進めてもらいたい。
・インターネットに関連したいじめについては、川越市でもネットパトロール事業
やいじめ電子相談窓口など対応しているようだが、一層の拡大、充実を図りな
がら、子どもたちが安全、安心に学校生活を送れるようにお願いしたい。

施策評価
総合評価

評 価 の 理 由

改善の方策等

③教育相談の充実 教育センター分室（リベーラ）

④関係機関との連携事業 教育指導課

成 果 実 績

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

細 施 策 ⑤いきいき登校サポートプランの推進
教育センター分室

（リベーラ）

施 策 の 内 容
　市内小中学校における不登校問題の解消に向けて、大学生による不登校児童生徒支援
事業の「いきいき登校サポートプラン」を更に推進し、学校、専門家、地域が連携し、一体と
なった取組を進めます。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (4)生徒指導の充実 担当課 担当課評価

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

13 11

活動回数
（回）

施 策 評 価

細施策 担当課

【方向性】

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

⑤いきいき登校サポートプランの推進 教育センター分室（リベーラ）

①道徳教育の充実 教育指導課
②いじめ・不登校対策の推進 教育指導課

173 163

・平成25年度は、19人の学生が、延べ320回の活動を行いました。
・臨床心理士を週１日、年間45日、教育センター分室に配置し、特に配慮を要する難しい
ケースについてより専門的な対応を実施できました。

活動した学生
実人数（人）

I －生きる力を育む学校教育の推進

　関係の大学と連携し、大学生による不登校児童生徒支援を充実させるとともに、サポート
プランを更に活用するよう各学校への呼びかけを強化します。臨床心理士による対応をより
一層推進します。

320

Ａ

　活動した学生の人数および活動回数が大幅に増加しました。また、引きこもりなど難しい
ケースにおいても児童生徒との信頼関係をもとに対応し、不登校問題の解消に向けて順調
に進ちょくしています。
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細施策 施策の柱
Ａ

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 の 柱 (5)進路指導・キャリア教育の充実

施 策 評 価

細施策 担当課

①地域・関係機関と連携した社会体験活動の充実 教育指導課

施策評価
総合評価

Ａ
Ａ

　特になし

改善の方策等

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

評 価 の 理 由

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・進路指導・キャリア教育研修会を実施し、小学校のキャリア教育の実践発表を行いました。
・川越市中学生社会体験を全校で実施し、終了後、今後の生活にどう生かすかについての
アンケート調査を実施し、結果を指導に活用しました。
・川越市中学生社会体験実施協議会を開催し、関係団体との連携を図り事業を円滑に運営
することができました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

協力事業所数
（箇所）

828 798 795

細 施 策 ①地域・関係機関と連携した社会体験活動の充実 教育指導課

施 策 の 内 容
・児童生徒一人ひとりを大切にした進路指導・キャリア教育の一層の充実に努めます。
・中学校では、地域にある事業所や公共施設での体験活動を通して川越市中学生社会体
験事業の充実を図ります。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (5)進路指導・キャリア教育の充実 担当課 担当課評価

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

　社会体験の事後指導の中で、体験を今後の生活に生かす視点を取り入れるように
していきます。

Ａ

・全校が計画通りに社会体験事業を実施することができました。
・事後のアンケート調査によると、「働くことの大切さや意味を考える機会となった」「仕事をす
るために協力する大切さが理解できた」「社会のきまりを守る大切さを理解できた」「働くこと
の厳しさ大変さを知ることができた」等の項目で、98％以上の生徒が肯定的な回答を示すな
ど、順調に進ちょくしています。また、事業所から「職員が仕事を基本から見つめ直す機会と
なり、大変メリットがある」「患者様が笑顔になる」等の意見が寄せられ、地域の中で本事業が
円滑に浸透している様子が見られます。
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細施策 施策の柱
Ａ

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 の 柱 (6)科学体験活動の推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①科学わくわくラーニングプログラム事業の推進 教育指導課

施策評価
総合評価

Ａ

Ａ
　科学わくわくラーニングプログラム事業は、大変良い取組であるため、できる
限り多くの学校の児童生徒が参加できるよう工夫してもらいたい。

改善の方策等

・科学体験事業や小・中・大学連携理科ふれあい事業において、大学や研究機関との連携
を積極的に進め、理科に関する興味・関心を広げるようにします。
・小学校に理科実験助手を計画的に派遣し、市内全校において教員の実験の準備や取組
などのスキルを高められるようにします。
・市内小学校１校を研究推進校として指定し、理科教育の振興を図るようにします。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

小・中・大学連携理科
ふれあい事業（校）

17（小：13　中：４） 14（小：11　中：３）

評 価 の 理 由

・科学体験事業に参加した児童や小・中・大学連携理科ふれあい事業を実施した学校の児
童生徒から、理科に対する興味・関心が高まったという感想が寄せられています。
・理科実験助手事業もローテーションが進んでおり、科学体験活動は順調に進ちょくしてい
ます。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・小学生科学体験事業として、市内小学校６年生77人を対象に、１日目に講演会、２日目に
実験・実習、３日目に日本科学未来館で体験学習を行いました。
・理科実験助手派遣事業により、小学校においては９校に、中学校は希望校３校に理科実
験助手を派遣しました。
・小・中・大学連携理科ふれあい事業により、小学校９校・中学校４校が事業を実施しまし
た。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

理科実験助手派遣事
業派遣数（校）

９（小：６　中：３） 10（小：７　中：３）

細 施 策 ①科学わくわくラーニングプログラム事業の推進 教育指導課

施 策 の 内 容
・小学校６年生を対象に、小学生科学体験事業を実施し、講演会、実験実習、科学施設の
見学や体験活動の取組を充実します。
・理科実験助手派遣事業、小・中・大学連携理科ふれあい事業を充実させ推進します。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (6)科学体験活動の推進 担当課 担当課評価

12（小：９　中：３）

13（小：９　中：４）

Ａ
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評 価 の 理 由
   各学校からは地域人材活用に対する期待が高く、活用回数を増やしたい意向です。平成
25年度は、学校の実態や地域人材の活動状況等に応じて適宜、活用の追加承認を行い、
限られた予算の中で、一定の成果は上げられており、概ね順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

活用回数（回） 635 205

   市立小中学校53校が、トータルで220回、40団体と個人併せて482人の地域人材からそれ
ぞれの学校において必要な支援をいただきました。児童生徒は、地域人材との交流によっ
て、豊かな体験を得るばかりでなく、表現力やコミュニケーション能力を伸ばすことができまし
た。平成23年度実績に比べると実施回数はかなり尐ないものの、予算内でよく活用されてい
ます。

220

細 施 策 ②地域人材活用事業の充実 学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容
　小・中・特別支援学校が、特色ある学校づくりを推進していくため、多様な体験活動が展開
できるように関係団体や地域の方々と連携し、地域人材活用事業の一層の充実を図りま
す。

施 策 の 柱 (7)地域に開かれた特色ある学校づくりの推進 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

改善の方策等
　学校評議員会の意見を具体的に学校の教育活動等に反映し、計画的な自己評価及び結
果の公表を行い、多様な意見を幅広く求めていくことで、学校評議員制度の更なる充実を
図ります。

改善の方策等
   今後も、学校評議員及び日本語指導ボランティアに対する報償金の執行状況を的確に把
握し、予算を適切に振り分け、地域人材の活用回数をできるだけ増やすことによって、更に
各校の特色ある教育活動の充実を図ります。

　すべての市立学校で、学校評議員が学校関係者評価における評価者になっており、学校
経営に関わる情報の共有化が図られています。学校は、保護者や地域住民等の意向を把
握・反映するとともに、学校運営の状況等を周知しており、概ね順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

学校評議員が学校関
係者になっている学校

55／56 55／56

担当課評価

細 施 策 ①学校評議員制度の充実 学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容
　学校は、評議員に学校の現状と課題について情報提供を行い、情報の共有化を図るとと
もに、保護者や地域住民から信頼される学校経営ができるよう学校評議員制度の充実を図
ります。

56／56

56／56

　現状と課題に即し各学校が求めた意見に対し、学校評議員による積極的な意見交換が行
われています。特に、各学校の学校評価において、学校評議員が学校関係者評価の構成
員である割合が大きく、開かれた学校づくりに寄与していると考えられます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (7)地域に開かれた特色ある学校づくりの推進 担当課

学校評価の公表率 56／56 56／56
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ｂ

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (7)地域に開かれた特色ある学校づくりの推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①学校評議員制度の充実

評 価 の 理 由

　日本語指導ボランティアを派遣することにより、該当児童生徒が学校でコミュニケーション
をとる際の援助と指導ができました。また、授業補助や個別指導により、授業内容の理解を
深めることができ、概ね順調に進ちょくしています。しかし、申請されたすべての児童生徒に
はボランティアの派遣ができず、派遣回数も十分でないことが課題です。

改善の方策等
　ボランティアの人材確保のため、関係機関との連携を更に進めます。また、援助が必要な
児童生徒に効率的な派遣ができるように努めます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

学 識 経 験 者
意 見 等

学校管理課
②地域人材活用事業の充実

施 策 の 内 容
　各学校に在籍する外国籍の児童生徒のうち、特に日本語指導が必要とされる児童生徒に
対して、日本語指導ボランティアの派遣を推進し、日本語指導、学校生活への適応指導の
支援など、日本語指導ボランティアの充実を図ります。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　平成25年度は、市立小中学校23校に在籍する外国籍の児童生徒で日本語指導ボラン
ティアの申請があった43人中、17校30人に対してボランティア13人を週１～２回派遣しまし
た。派遣回数は延べ495回でした。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

申請受付数（人）

施 策 の 柱 (7)地域に開かれた特色ある学校づくりの推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ③日本語指導ボランティアの充実 学校管理課 Ｂ

27 37

日本語ボランティア派
遣児童生徒数（人）

24 28

43

30

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

学校管理課③日本語指導ボランティアの充実

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

　日本語指導ボランティアの派遣については、要望される言語も幅広くなってお
り、人材を確保することが大変難しいと思うが、今後も要望が増えることが見込
まれるため対応をお願いしたい。

学校管理課
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改善の方策等
　今後は、各研修会の内容の改善を図るとともに、校長を助け補佐する教頭や管理職候補
者を対象とした研修会の充実を図り、学校組織のマネジメント力をより強化していきます。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

Ｈ２６

回 4.1 4.4 5.1 5.2 4.9 4.4

指標及び説明
【指標】
教職員の研修参加回数

【説明】
教職員一人が1年間に研修に参加する回数

評 価 の 理 由

　学校訪問や人事評価における管理職ヒアリング等において、各学校の管理職が、学校経
営・学校運営に関する理解を深め、地域社会から信頼される学校づくりを目指し、リーダー
シップを発揮している様子を確認することができ、概ね順調に進ちょくしています。校長・教
頭だけでなく管理職候補者についても学校運営等に関する見識を高め、学校の組織力をよ
り向上させていくことが今後の課題です。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　校長、教頭を対象とした研修会を実施しました（校長研修会、教頭研修会、一人ひとりを大
切にし、信頼関係に立つ教育推進教頭研修会等）。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

細 施 策 ②管理職等研修の充実 学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容
　教育に対する理念や識見を高め、管理職としてのリーダーシップを発揮できるよう管理職
等研修の充実を図ります。

19
研修会の実施回数

（回）
21 20

細 施 策 ①経験・職能別研修の充実 教育センター Ａ

施 策 の 内 容
・教職員の経験段階に応じて職務遂行に必要な知識・技能等の習得を図る経験者研修の
充実を図ります。
・教職員の職務に応じた知識・技能等の習得を図る職能別研修の充実を図ります。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (8)教職員の資質向上 担当課 担当課評価

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

改善の方策等

施 策 の 柱 (8)教職員の資質向上 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

　今後も経験者研修等、教職員のライフステージに応じた研修を重視し、経験に応じた資
質・能力の向上を図っていきます。また、指導者や講師等についても今日的な教育課題に
即した研修となるよう質の向上に努めます。

　研修体系と研修内容の見直しを行い、研修の充実を図りました。研修回数の実績値は目
標値を上回っており、順調に進ちょくしています。

・経験段階に応じた研修として、初任者研修、５年経験者研修、10年経験者研修、20年経験
者研修等を計画的に実施しました。
・職能別研修として、主幹教諭、教務主任、学校事務職員、栄養教諭・学校栄養職員、初任
者研修拠点校指導教員、学校保健・道徳教育・特別支援教育・教育相談・学校図書館教
育・情報教育・進路指導キャリア教育の各担当者、非常勤職員等を対象とした研修会を開
催しました。
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　同様の研修が川越市立小学校・中学校10年経験者研修に位置づけられており、本研修
内容の具体的な見直しを進めてまいります。

評 価 の 理 由

改善の方策等

10 9 9

施 策 の 内 容
　教員以外の民間の職業を直接体験することにより、再度教育職を見直し、多面的で柔軟
な教育指導ができる教員の育成を目指し、かわごえ異業種体験研修の推進を図ります。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体験教員数（人）

・平成25年度は９人の教員が異業種体験研修を行い、平成15年度から延べ104人が体験し
ています。
・どの教員も、学校での児童生徒及び保護者との対し方、組織としての学校のあり方、学級
経営などを新たな視点で見つめ直し、体験から得たスキルを今後の教育活動に生かそうと
する意欲を得ています。

　民間企業での職業体験は、教員が今までの自分の教育指導を見直し、学校及び学校教
育のあり方を考え直す良い機会となっており、概ね順調に進ちょくしています。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (8)教職員の資質向上 担当課 担当課評価

細 施 策 ④かわごえ異業種体験研修事業の推進 学校管理課 Ｂ

評 価 の 理 由

改善の方策等

　１年間で奨励研修に参加した教職員の人数は、延べ867人でした。研修内容の充実を図る
ため、大学教授をはじめ各分野における第一線の講師陣を迎え、より専門性の高い研修会
を実施しました。

　教職員の資質向上を図るために、教職員自らが希望して参加できる奨励研修の充実を図
ります。

(8)教職員の資質向上 担当課 担当課評価

35

・教員のニーズや今日的な課題に即した内容の研修会を実施し、概ね順調に進ちょくして
います。参加延べ人数の減尐は、教職員数が減尐したためです。研修全体で見ると、教職
員一人あたりの年間研修参加回数は増加しています。
・参加者の感想等から、研修会に対する教職員の意欲や意識の向上が見られました。

・川越市教職員のより一層の資質向上のため、研修体系の整備を図り、研修内容・研修方
法の工夫改善に向けた見直しを継続的に進めます。
・積極的な研修参加について、啓発を行います。

914 890

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

37 35

施 策 の 内 容

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

施 策 の 柱

867

細 施 策 ③奨励研修の充実 教育センター Ｂ

参加延べ人数（人）

講座数（回）

26



細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

　平成25年度は、予備校における教員研修プログラムに、国語科・地理歴史科・英語科の３
人の教員が参加しました。その成果を教科会で報告し、授業における指導法の改善、進学
補習の工夫等について共通理解を図り、組織的な取組として成果を上げました。
　大学等の主な合格状況につきましても、埼玉大学、早稲田大学、明治大学等の難関大学
に複数合格するなど、成果を上げております。

⑤大学等進学指導力向上研修の推進 学校管理課

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 の 柱 (8)教職員の資質向上

施 策 評 価

細施策 担当課

①経験・職能別研修の充実 教育センター

改善の方策等 　参加教員数の増加を図るなど、今後も積極的に取り組み、教員数・割合の向上を図ります。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

評 価 の 理 由
　研修に参加した教員数・割合は増加し、概ね順調に進ちょくしておりますが、大学等の進
学指導力に直接かかわる５教科（国・社・数・理・英）の教員が中心となって参加していること
もあり、全教員数に占める割合は40％台にとどまっております。

②管理職等研修の充実 学校管理課
③奨励研修の充実 教育センター
④かわごえ異業種体験研修事業の推進 学校管理課

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

・教職員の研修参加回数については、取組の成果が出ていると思うため、研修
内容に関する質の向上に努めてもらいたい。
・管理職研修と管理職候補者の研修等については、より一層の充実を図るとと
もに、女性管理職の登用についても増加するような対策に努めてもらいたい。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

細 施 策 ⑤大学等進学指導力向上研修の推進 学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (8)教職員の資質向上 担当課 担当課評価

　市立高等学校の教員を大学進学予備校や民間教育機関等の研修等に派遣し、学習指導
力の向上を図るとともに、その成果を校内に波及させる大学等進学指導力向上研修の推進
を図ります。

延べ研修参加教員
数（人）

16 19

全教員数に占める
割合（％）

36.4 43.2

22

48.9

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進
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・就学相談が必要な児童生徒に対して、諸検査の実施や学校訪問による観察、就学前施設
への聞き取りを通して、状況を的確に把握し就学先を判断しました。その際、必要に応じて
再度諸検査を実施したり、聞き取りを行ったりして情報収集に努めました。
・判断と異なる就学先を希望する保護者に対しては、継続的に相談を続け、保護者が必要
とする十分な情報提供を行い、適切な就学先を決定できるよう努めました。

評 価 の 理 由

改善の方策等

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

対応した生徒数
（人）

30 47

細 施 策
②一人ひとりのニーズに応じた指導や
支援の充実

教育センター分室
（リベーラ） Ｂ

施 策 の 内 容

・特別支援教育コーディネーターを充実させるとともに、自立支援サポーターの活用を図り、通常学級
における支援の推進に努めます。
・通常の学級に在籍する軽度言語・聴覚障害や発達障害等のある子どもに対して、障害の程度に応じ
た指導を実施し支援の充実を図ります。
・小・中学校に設置している特別支援学級の子ども一人ひとりの障害の特性等に配慮した指導・支援
の充実に努めます。

・通常の学級に在籍する児童生徒の中で、学習障害（ＬＤ）・注意欠陥多動性障害（ＡＤＨ
Ｄ）・高機能自閉症等の発達障害があるなどの個別の支援を必要としている児童生徒数は、
年々増加しており、各学校からの自立支援サポーターの申請数も増えています。
・申請の出された学校には、各学校の実態に応じて週１～２日の範囲で、すべて自立支援
サポーターを配置しました。

対応した児童数
（人）

465 561

69

805

施 策 の 内 容

　小・中学校への就学予定者及び小・中学校に在籍する児童生徒のうち、教育上特別な措
置又は支援を必要とする者に対して、一人ひとりのニーズに応じた教育的診断を行い、就学
の適正化を図るために、専門医、学識経験者、教育関係者、行政経験者で構成する就学支
援委員会の充実を推進していきます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (9)特別支援教育の充実 担当課

評 価 の 理 由

改善の方策等

施 策 の 柱 (9)特別支援教育の充実 担当課 担当課評価

49 46

223 243

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

44

15

266

細 施 策 ①就学支援委員会の充実
教育センター分室

（リベーラ） Ｂ

担当課評価

臨時の就学相談回数（回）

就学相談実施人数（人）

就学支援委員会実施回数（回）

　自立支援サポーターには、特別支援教育支援員の研修会を通して、個別の支援を必要と
している児童生徒の実態に応じた支援の方法を身に付けるようにします。
　教員に対しても、個別の支援と、全体への指導の仕方について研修する機会を設けてい
きます。

　各学校に配置された自立支援サポーターは、該当児童生徒を別室で個別指導を行った
り、クラスの中に入って活動の助言、支援を行ったりなど、児童生徒との信頼関係を築きなが
ら支援しており、概ね順調に進ちょくしています。

　年々就学相談の実施人数が増加していますが、児童生徒について多くの情報をもとにし
た適切な就学先の判断や継続的な相談が展開されており、概ね順調に進ちょくしていま
す。
・相談人数の増加に対応し、就学支援委員会の実施回数を見直す必要があります。今後、
決められた日程の中で就学相談を行うように努めていきます。
・就学相談を進めるにあたって、児童生徒の様子を適切に把握できるよう、就学前施設、小・
中学校とより一層の連携を図ります。

29 29
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保護者 8 保護者 3 保護者 6
学校 13 学校 17 学校 8
研修 25 研修 27 研修 18

その他 2 その他 2 その他 4
合計 48 合計 49 合計 36

評 価 の 理 由
　地域の特別支援教育の推進を支援するセンター的機能を発揮し、保護者、小・中学校へ
の指導援助や研修会の実施ができていることから、概ね順調に進ちょくしています。

改善の方策等

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　市立特別支援学校のセンター的機能に基づき、36件の相談、研修等に対応しました。
(内訳）
・保護者との面接相談　６件
・特別な配慮が必要な児童生徒についての小中学校への指導援助　８件
・小中学校における配慮が必要な児童生徒への支援に関する研修会の実施　18件
・その他(ケース会議）　４件

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

特別支援学校のセ
ンター的機能による
対応数（件）

　センター的機能の充実をめざした学校としての組織的な支援の実施に向け、外部との連
携作り、教職員の資質の向上、校内体制の整備に努めます。

細 施 策 ④市立特別支援学校のセンター的機能の充実
教育センター分室

（リベーラ） Ｂ

施 策 の 内 容
　市立特別支援学校が、保護者に対する相談活動や小・中学校等へのセンター的な役割
が担えるよう支援体制の整備を推進します。

改善の方策等

施 策 の 柱 (9)特別支援教育の充実 担当課 担当課評価

特別支援学級授業
公開参観者（人）

308 302

評 価 の 理 由

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

「就学相談セミナー」
「発達障害セミナー」
参加者（人）

30 16

細 施 策 ③特別支援教育の理解・啓発の推進
教育センター分室

（リベーラ） Ｂ

施 策 の 内 容

・障害のある児童生徒理解のためのパンフレットを作成し、特別支援教育への理解と啓発の
推進を図ります。
・心のバリアフリーを育む交流及び共同学習等の充実を図り、ノーマライゼイションの理念に
基づく教育を推進します。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (9)特別支援教育の充実 担当課 担当課評価

57

274

・「就学相談セミナー」「発達障害セミナー」に参加した方が、就学相談を希望し適切な就学
先を決定することができました。セミナーの案内を保育園や幼稚園に配布するとともに、ホー
ムページで紹介したことにより参加者数が増えました。
・特別支援学級の授業について関心のある保護者は多く、一人で数校の公開授業を見に行
く方がいるなど、毎年約300人が申し込んでいます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

　障害のある児童生徒の保護者だけでなく、一般市民にも理解を得られるような広報活動を
積極的に行います。また、セミナーの内容について、参加する方のニーズに合わせた内容
を工夫し、特別支援教育の理解を図ります。

　セミナーや特別支援学級の授業公開日を設けることで、市民に対して、特別支援教育を
具体的に知り、理解してもらうことができました。また、授業公開を行うことで、教員が積極的
に研修を重ね、指導の工夫を図る等、資質の向上につながり、概ね順調に進ちょくしていま
す。
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

教育センター分室（リベーラ）

②一人ひとりのニーズに応じた指導や支援の充実 教育センター分室（リベーラ）

③特別支援教育の理解・啓発の推進 教育センター分室（リベーラ）

④市立特別支援学校のセンター的機能の充実 教育センター分室（リベーラ）

施 策 の 柱 (9)特別支援教育の充実

施 策 評 価

細施策 担当課

①就学支援委員会の充実

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ・就学支援については、子どもたちや保護者の意見を最大限尊重しなければな
らないが、特別支援教育の趣旨をよく理解し、子どもたちが適正に就学できるよ
う進めてもらいたい。
・特別支援教育の理解・啓発の取組については、良い取組であるため市民の
理解を得られるような広報活動を積極的に行ってもらいたい。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進
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評 価 の 理 由
　AETの１日の平均授業時数は前年とほぼ同じであり、積極的に活用が図られている状況に
ありますので、概ね順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・小学校外国語活動では、英語を通じて言語や文化についての体験的な理解を深め、積極
的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図りました。英語の音声や基本的な表現
に慣れ親しませる活動に取り組みました。
・川越市小学校外国語活動研究委員会において担任が授業ですぐに活用できる指導案例
を作成しました。効果的な授業が行われるよう市内各学校に配布し、活用を図りました。
・小学校外国語活動指導者研修会等を実施し、教職員の指導力向上に努めました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

小学校第５・６学年１学級当
たりの英語指導助手（ＡＥ
Ｔ）の年間訪問回数（日）

4.8 4.09

4.29 4.44
ＡＥＴの共同授業による1
日平均授業時数（時間）

施 策 の 内 容
　小学校５・６年生での外国語活動の時間に、英語ノートや川越市小学校外国語活動研究
委員会が作成した資料を活用し、担任教師と英語指導助手が協力して、英語に親しむこと
のできる授業の充実・推進を図ります。

評 価 の 理 由

改善の方策等

施 策 の 柱 (10)英語教育・外国語（英語）活動及び国際理解教育の推進 担当課 担当課評価

21 21

１校あたりの年間訪問
日数（日）

小24.0　中112.0 小22.0 中92.3

改善の方策等

4.40

4.85

　派遣業者の選定方法をプロポーザル方式に変更し、英語指導助手の質の確保に努めま
した。各学校への計画的な配置を進めることができ、概ね順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

現地採用３人、KET２人、派遣契約16人の英語指導助手（AET)を配置しました。
＜訪問実績＞
英語指導助手（AET)21人
小学校　874日　　中学校　1,940日　　市立川越高等学校　135日　　合計　2,949日

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

配置人数（人）

施 策 の 柱 (10)英語教育・外国語（英語）活動及び国際理解教育の推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ①英語指導助手（ＡＥＴ）の配置事業の充実 教育センター

細 施 策 ②小学校外国語活動の推進 教育センター Ｂ

21

小27.3 中88.2

Ｂ

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 内 容

･国際化の進展に対応し、広い視野と国際感覚を持った児童生徒を育成するため、小・中・
市立高等学校及び特別支援学校に配置されている英語指導助手の充実・推進を図ります。
・小学校での学級担任教員との英語活動や中・高等学校での英語担当教員との共同授業
において、英語指導助手をより効果的に活用できる配置を進めていきます。

　児童生徒の英語力の向上、国際理解教育の推進には、英語指導助手（AET)の人数を段
階的に増やしていくとともに、指導力等の質の向上が不可欠です。学校訪問等を通して質
の向上を図ります。

　外国語活動のより一層の充実を図るため、AETの積極的な活用を図るとともに、教員の指
導力向上を図る研修の充実に努めます。
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改善の方策等

参加延べ人数（人）

評 価 の 理 由
　全市立学校の教職員が国際理解教育に関する研修会に参加し、指導力の向上を図ること
ができたため、概ね順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・日本語指導を必要とする外国籍の児童生徒に495回の日本語指導を実施しました。
・市立小・中・高・特別支援学校を対象とした国際理解教育研修会を実施しました。
・市立小学校を２つのブロックに分け、ブロックごとに１校が外国語活動の授業公開を行い、
研究協議を行いました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

国際理解教育研修
会実施数(回）

3 3

116 109

　国際理解教育推進のために外国語教育だけでなく、さまざまな面で国際理解教育が推進
されるような研修会を計画・実施していきます。

3

110

細 施 策 ④国際理解教育の推進 教育センター Ｂ

施 策 の 内 容
・外国籍の児童生徒のうち、特に日本語指導が必要とされる児童生徒に対して、日本語指
導ボランティアの派遣を推進していきます。（再掲）
・国際理解教育の充実・推進を図ります。

評 価 の 理 由

改善の方策等

施 策 の 柱 (10)英語教育・外国語（英語）活動及び国際理解教育の推進 担当課 担当課評価

　前年度に比べ、１日あたりの英語指導助手（AET)の平均授業数が増え、各学校での共同
授業が円滑に進められたため、概ね順調に進ちょくしています。

　学習指導要領の目標であるコミュニケーション能力の基礎・基本の定着を図るため、英語
指導助手の積極的な活用を各学校に促すとともに教員の指導力向上を図る研修の充実に
努めます。

施 策 の 内 容
　英語指導助手（ＡＥＴ）の効果的な活用、教員の指導力の向上を図り、「聞く」、「話す」、
「読む」、「書く」の４技能のバランスを取りながら、体験的・実践的な英語教育の充実を推進
していきます。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・中学校では、英語担当教諭と英語指導助手（AET)との共同授業を通して、言語の使用場
面や言語の働きに配慮したコミュニケーション活動を充実させ、コミュニケーション能力の基
礎・基本の定着が図れるよう、生徒が主体的に取り組む授業づくりを推進しました。
・英語科指導力向上研修会等を実施し、指導方法や模擬授業を通して実践的な指導を学
ぶことから教員の指導力向上を図りました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

施 策 の 柱 (10)英語教育・外国語（英語）活動及び国際理解教育の推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ③中学校英語教育の充実 教育センター Ｂ

3.39 3.62 3.78
ＡＥＴの共同授業による1
日平均授業時数（時間）

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

32



細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

②小学校外国語活動の推進 教育センター
③中学校英語教育の充実 教育センター
④国際理解教育の推進 教育センター

施 策 の 柱 (10)英語教育・外国語（英語）活動及び国際理解教育の推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①英語指導助手（ＡＥＴ）の配置事業の充実 教育センター

Ｂ

Ｂ
・観光やオリンピックもあり、外国人との交流を図るため、コミュニケーション能
力を育成していってもらいたい。
・耳を鍛えることが大事だと思うため、小学校の場合は、例えば、全校一斉ヒア
リングマラソン等、朝自習や学級活動が終わった後のわずか10分でも全校一
斉に取り組めるようなものを考えてもらいたい。
・川越市小学校外国語活動研究委員会というのは、外国語活動のリーダーを
養成する意味合いを持っていると思う。今後も時期にあった研究テーマを設定
し、研究組織や研究方法の検討を加えたうえで、本市の外国語活動を推進する
中心的な役割を担っていけるように支援をお願いしたい。

施策評価
総合評価

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進
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80

評 価 の 理 由

改善の方策等

％／校 66 75 76 77 80

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２

評 価 の 理 由

改善の方策等

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

回 28 32.2 36.8

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

施 策 の 内 容
　児童生徒の情報の安全管理や情報モラル等の育成を一層推進するために、情報教育推
進委員会、 管理職や情報化推進リーダー等を対象にした情報モラル教育の研修を体系的
に推進します。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　情報モラル教育に関しては、小学校では主に総合的な学習の時間で、中学校では、技術
家庭科（技術分野）の年間指導計画に全校位置づけています。なお、小・中学校の道徳教
育全体計画への位置づけは、小学校22校、中学校10校と増加しています。また、小・中学
校の情報モラルに関する授業の実施回数は、平成24年度は１校あたり23.4回だったのに対
し、平成25年度は24.3回と増加しています。

指標及び説明
【指標】
情報モラルに関する指導ができる教員の割
合(文部科学省及び川越市独自調査)

【説明】
市内全中学校の教員のうち情報モラルに関す
る指導ができる教員の割合

施 策 の 柱 (11)情報教育の推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ②情報モラル教育の推進 教育センター Ｂ

　教職員一人ひとりの能力や適性にあった研修会を計画的に実施し、ＩＣＴ活用の実践例や
効果を理解することにより、児童生徒への授業での一層の活用を図ります。

　市立小・中学校のＩＣＴ活用回数だけでなく、デジタル教科書の活用回数も大きく増加して
おり、目標値を上回っていることから、順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

指標及び説明
【指標】
授業におけるICT（情報通信技術）活用授業
回数

【説明】
市内全小学校のうち1学級当たり1年間にICT
（情報通信技術）を活用した授業の実施回数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

細 施 策 ①ＩＣＴ教育の推進 教育センター

施 策 の 内 容
　児童生徒がコンピュータやインターネット等のＩＣＴを活用し、情報の収集・活用・発信という
主体的な学習ができるよう推進します。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (11)情報教育の推進 担当課 担当課評価

43.2 3534.1

Ａ

　市立小・中学校の授業におけるＩＣＴ（情報通信技術）活用回数は、平成24年度は１学級あ
たり小学校で34.1回、中学校で40.2回だったのに対し、平成25年度は小学校で43.2回、中
学校で51.8回と大きく増加しています。また、デジタル教科書の活用回数は、平成24年度の
１校あたり161.5回に対して平成25年度は267.3回となり、こちらも大幅に増加しています。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

　児童生徒への指導や家庭への情報の提供と周知が図れるよう、経験者研修に意図的に
組み込むほか、教育センターで行う情報モラル教育に関する研修会を通して、教職員の情
報モラルに関する知識と指導力の一層の向上を図ります。

　実績値は昨年度に比べ増えており、情報モラルに関する指導の授業の実施も各校で円滑
に進められているため、概ね順調に進ちょくしています。しかし、今後、ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス（ＳＮＳ）を利用する上でのモラルの指導に取り組んでいく必要がありま
す。
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ
Ｂ

・小学校24校のコンピュータ室にある教育用コンピュータ（23校21台、１校41台）と周辺機
器、小・中学校全校の職員室にある校務用コンピュータ（各校１台）と周辺機器の入替をしま
した。
・情報機器の基本的な操作を身に付けるため、教育センターにおいて、デジタル教科書操
作や電子黒板操作に関する研修会を実施しました。また、各教科等の研修会の中でも、デ
ジタル教科書を積極的に活用し、授業の中での活用方法を研修しました。これらの操作に
関する研修会の参加者は、平成24年度の122人から平成25年度の142人に増加しました。

学 識 経 験 者
意 見 等

教育センター
②情報モラル教育の推進 教育センター
③コンピュータ施設・設備の充実と活用 教育センター

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (11)情報教育の推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①ICT教育の推進

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

　予算の制約もあると思うが、電子黒板やプロジェクターなどＩＣＴ教育の更なる
整備・充実を図ってもらいたい。

評 価 の 理 由
　各校ごとに、デジタル教科書や電子黒板の稼働可能数の問題もあり、中学校の実績値は
昨年度とほぼ横ばいですが、全体では、ＩＣＴ活用に積極的に取り組む教職員が増加してお
り、概ね順調に進ちょくしています。

改善の方策等

　平成26年度は、教育センタ－コンピュータ室の教育用コンピュータ（41台）と周辺機器の入
替を行い、教職員を対象とした研修会等での有効活用を図ります。また、教育の情報化を図
れるよう、各市立小・中学校の平成27年度以降の校務用・教育用コンピュータの更新や導入
を、計画・実施していきます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

校務にICTを活用できる
中学校教員の割合（％） 94.4 95.5

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

校務にICTを活用できる
小学校教員の割合（％） 96.5 96.0 97.5

95.7

細 施 策 ③コンピュータ施設・設備の充実と活用 教育センター Ｂ

施 策 の 内 容
　小・中学校に設置されている教育用コンピュータの活用を図るため電子黒板やプロジェク
ター等の周辺機器を更に充実し、 コンピュータ施設・設備の充実と活用を図ります。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (11)情報教育の推進 担当課 担当課評価
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回 20 32 32 32 32 32
校 20 32 32 32 32 32

評 価 の 理 由
　図書館司書などによる全市立小学校訪問や学校招待を行ったことで、児童の読書活動が
推進されており、順調に進ちょくしております。

改善の方策等 　引き続き全市立小学校３年生の各学級を訪問・招待し、本の紹介を行います。

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　全市立小学校３年生の各学級を訪問・招待し、本の紹介を行いました。

指標及び説明
【指標】
図書館司書による学校訪問等の回数（校
数）

【説明】
市立小学校３年生の各学級を対象に本の紹
介などを行う

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

細 施 策 ②図書館司書による読書活動の推進 中央図書館 Ａ

施 策 の 内 容
　図書や図書館への興味・関心を持ってもらうため、図書館司書の学校訪問等を通じ、読書
活動の推進に努めます。

改善の方策等
・蔵書の質と量を含めた学校図書館の充実を図ります。
・「小江戸読書マラソン」や「小江戸中学生読書手帳」について、研修会等を通じてより積極
的な活用を促すなど、読書活動の推進に取り組みます。

施 策 の 柱 (12)読書活動の推進 担当課 担当課評価

中学生読書手帳に記入
された平均読書数（冊） 9.7 10.5

評 価 の 理 由
　「小江戸読書マラソン」「小江戸中学生読書手帳」の活用等により、児童生徒の読書活動の
推進は概ね順調に進ちょくしています。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

小学校における年間平
均読書冊数（冊） 52.5 48.9

担当課評価

細 施 策 ①読書活動啓発推進事業 教育指導課

施 策 の 内 容

・小学生は「小江戸読書マラソン」の取組、中学生は「小江戸中学生読書手帳」の活用を通
して、児童生徒の読書活動を推進します。
・家庭には読書活動啓発リーフレットを保護者に配布し、家庭における読書活動の啓発に努
めます。

Ｂ

49.3

11.3

・小学生には「小江戸読書マラソン」を配布し、意欲的な読書活動が進められるようにしまし
た。
・中学生には「小江戸中学生読書手帳」を配布し、生徒の興味・関心を踏まえ、取り上げる本
を見直すなど内容を改善しました。
・家庭用には保護者に対して読書活動啓発リーフレットを作成し、配布しました。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (12)読書活動の推進 担当課
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ａ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 評 価

細施策 担当課

①読書活動啓発推進事業 教育指導課
②図書館司書による読書活動の推進 中央図書館
③図書館から学校への団体貸出の推進 中央図書館

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

・小中学生は、家庭でのゲームの時間よりも最低でも30分、１時間の読書時間
を確保してもらいたい。
・読んだ平均読書冊数ももちろん大事だが、読書時間も指標として加えたら目
標設定が明確になるため、指標の追加を検討してもらいたい。
・読書マラソンカードの取組については、冊数を読むのも大切だが、本の感想
や考えなど記載する内容についても重視してもらいたい。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (12)読書活動の推進

評 価 の 理 由

改善の方策等
・小中高校の先生たちに事業のPRをします。
・児童生徒たちの読書要求に応える図書を紹介します。

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

冊 5,725 6,886 5,158

　小学校への貸出冊数は5,998冊で平成24年度（4,835冊）と比べて約24％増でした。中学
校への貸出冊数は442冊で平成24年度（224冊）と比べて約97％増でした。このため小中学
校の合計としては平成24年度と比べて約27％増となり概ね順調に進ちょくしております。

5,059

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

指標及び説明
【指標】
学校への団体貸出数

【説明】
市内小中高校の各学級を対象に100冊を上限
に１ヶ月間貸出する冊数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

担当課評価

細 施 策 ③図書館から学校への団体貸出の推進 中央図書館 Ｂ

施 策 の 内 容
　児童生徒たちの読書要求に応えるため、市立図書館から学校への団体貸出を推進しま
す。

6,440 8,000

　児童・生徒たちへ「テーマ」に沿った図書を市内小学校24校に延べ82回、5,998冊、中学
校６校に延べ10回442冊貸出しました。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (12)読書活動の推進 担当課
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改善の方策等

・児童生徒の交通事故の原因は、歩行時の飛び出しや自転車による運転の問題が多く、重
大な事故につながらないよう、交通安全の指導を継続的に実施します。
・学校からの要望書を受け、関係課と連携することで、危険箇所の把握及び改善をより速や
かに進めてまいります。

評 価 の 理 由

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・スクールガード・リーダー養成講習会を実施しました。
・各学校に通学路点検の指示をし、改善要望をとりまとめ、防犯・交通安全課に提出しまし
た。
・青色回転灯パトロールカーによる市内の巡回を46回実施しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

スクールガード・リー
ダー養成講習会参加
者数（人）

107 114 78

・小学校全校にスクールガード・リーダーを委嘱しました。
・関係課との連携により通学路の整備が進められ、概ね順調に進ちょくしています。

細 施 策 ②安全・安心の推進 教育指導課

施 策 の 内 容

・児童生徒、地域の実態に応じた安全教育・安全指導を推進します。
・登下校等における児童生徒の安全確保のための通学路の安全点検、スクールガード・リー
ダーの配置、地域ボランティアによる防犯パトロール等、地域及び関係機関等との連携を図
り、安全・安心の取組を推進します。

改善の方策等
・夏季における教室内の室温調査等、新たな課題に取り組み、衛生的で安全な学習環境を
維持します。
・薬物乱用防止教育を更に充実させ、児童生徒の健全な心身の育成に取り組みます。

施 策 の 柱 (13)健康の保持増進と安全・体力向上の推進 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

・すべての検査等を適切に実施し、問題のあった場合は改善を指導し、再検査等で状況を
確認しています。
・全校で児童生徒の発達段階に応じた薬物乱用防止の指導を実施するなど順調に進ちょく
しています。

Ｂ

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・学校における定期健康診断等を実施しました。
・学校環境衛生検査として飲料水検査、プール水検査、学校環境衛生検査、ホルムアルデ
ヒド及び揮発性物質検査、砂場の細菌検査、ダニ・アレルゲン検査を実施しました。問題が
あった場合は、指導により改善を図りました。
・歯・口の健康づくりや性に関する教育等は、学習指導要領に基づき適切に実施しました。
・新たに薬物乱用防止教育研修会を立ち上げるとともに、全校で薬物乱用防止教室を実施
し、健全な心身の育成に向けた取組を行いました。
・「学校におけるアレルギー疾患のある児童生徒への対応マニュアル」を改訂し、教職員を
対象とした食物アレルギー・アナフィラキシー対応研修会を実施しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

薬物乱用防止教室
の実施状況

全校実施
（小32　中22　高１　特1）

全校実施
（小32　中22　高１　特1）

細 施 策 ①学校保健活動の推進 教育指導課

施 策 の 内 容
　学校・家庭・地域との連携を図りながら、健康診断や学校環境衛生活動等の保健管理の
徹底に努めるとともに、歯・口の健康づくりや薬物乱用防止教育、性に関する教育等の保健
教育や学校保健活動を推進します。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (13)健康の保持増進と安全・体力向上の推進 担当課 担当課評価

Ａ

全校実施
（小32　中22　高１　特1）

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

③体力向上の推進 教育指導課
施 策 評 価

細施策 担当課

①学校保健活動の推進 教育指導課
②安全・安心の推進 教育指導課

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ
　青色回転灯パトロールカーによる子どもたちの見守り活動については、素晴
らしい取組である。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (13)健康の保持増進と安全・体力向上の推進

90.0

評 価 の 理 由

改善の方策等

・各学校で実施した新体力テストの分析により、「握力」「立ち幅とび」「ボール投げ」を体力重
点課題とし、全体的な体力向上に向け、学校生活や授業の改善に取り組みます。
・川越市児童生徒体力向上推進委員会により、効果的な指導方法を研究します。また、小
中の連携により、９年間を見通した体力向上に取り組みます。

％ 82.6 83.2 83.7 85 84.6

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

・　「トップアスリートふれあい事業」については、前年度より参加児童が大幅に増加し、第一
線で活躍する大学生の走りを体感することにより、児童の走る意欲が高められました。
・市内全中学校生徒の新体力テスト総合評価規準表の上位３段階生徒の割合は、平成21
年度を基準とすると、その後増加傾向にあり、概ね順調に進ちょくしています。

施 策 の 内 容
　「川越市児童生徒体力向上推進委員会」の取組や、近隣の大学との連携による「トップア
スリートふれあい事業」の実施を通して、児童生徒の体力向上の推進に取り組みます。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・「川越市児童生徒体力向上推進委員会」を開催し、「じゃんぷ」「川越市小・中学校新体力
テスト一覧」を発行しました。
・「トップアスリートふれあい事業」により、東洋大学、城西大学と連携し、駅伝部のコーチ・学
生を市立小学校６校に派遣し、2,908人の児童が参加しました。
・市立全小中学校で新体力テストを実施し、結果をまとめ、体力向上の推進を図りました。

指標及び説明
【指標】
新体力テスト総合評価（５段階）で３段階以
上の割合

【説明】
市内全中学校生徒の新体力テスト総合評価
基準表の上位３段階生徒の割合

施 策 の 柱 (13)健康の保持増進と安全・体力向上の推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ③体力向上の推進 教育指導課

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

Ｂ
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改善の方策等

施 策 の 内 容

51.6

　各学校が、学校関係者に学校自己評価の評価理由及び改善策を提示し、年度末に学校
関係者評価を実施し意見を伺っており、ＰＤＣＡサイクルによる学校運営が概ね順調に進
ちょくしています。

32.9

55

評 価 の 理 由

　学校評価評価項目を、学校の実態に合わせたものにするために、関係者との連携を更に
進め、よりよい学校評価を実現できるよう努めていきます。

施 策 の 柱 (14)学校の評価充実 担当課 担当課評価

細 施 策 ②学校評価の充実 学校管理課 Ｂ

改善の方策等

教職員に対する年
間面談回数（回）

4,980 4,896

評 価 の 理 由

　「埼玉県市町村立学校職員の人事評価に関する規則」及び「埼玉県市町村立学校職員の
人事評価実施要領」に基づき、各学校で設定した目指す学校像と重点目標を踏まえて目標
と方策を策定しました。目標の達成状況に基づいた自己評価、評価者評価を通し、教職員
の資質・能力の向上に活用され、概ね順調に進ちょくしています。

4,584

　各学校が設定している目指す学校像、重点目標が実現されるよう、年度当初に個々の目
標・方策・困難度を設定できるよう指導し、学校組織の活性化に努めます。

　ＰＤＣＡサイクルによる学校の自己評価、外部アンケート等の実施、学校関係者評価などを
通して、教育活動等の成果を検証し、学校運営の改善と充実を目指します。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　各学校が自己評価のために、学校関係評価委員による授業参観、学校観察等を行うとと
もに、教員による自己評価・外部アンケートを実施しました。自己評価により、学校の課題や
改善点を整理し学校運営を改善することができました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

31.4 31.1
「自己評価」におけ
るA評価の割合（％）
「学校関係者評価」にお
けるA評価の割合（％） 51.9

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

　各学校の目標に応じ、年度当初に個々が目標と方策を立てました。面談を重ね、進行、状
況を確認し、達成状況や職務遂行の過程で発揮された能力、執務姿勢等を総合的に評価
していくことで、教職員の資質・能力の向上が図れました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

168

細 施 策 ①人事評価の充実 学校管理課 Ｂ

施 策 の 内 容
　教職員人事評価システムを有効に活用し、教職員の資質・能力の向上を図るとともに、校
長を中心とする学校組織の活性化や人事評価の充実を目指します。

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (14)学校の評価充実 担当課 担当課評価

校長に対する年間
面談回数（回）

168 167

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

学 識 経 験 者
意 見 等

学校管理課
②学校評価の充実 学校管理課

【施策】　 １　生きる力と豊かな人間性を育む教育の推進

施 策 の 柱 (14)学校の評価充実

施 策 評 価

細施策 担当課

①人事評価の充実

施策評価
総合評価

Ｂ
Ｂ

　特になし
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　学校施設設備の老朽化した部分等の緊急性や必要性などを検討し、建物の耐久性の向
上を図るため大規模改造工事等計画的な施設・設備の整備を進めていきます。

59

施 策 の 内 容

【指標】
学校施設の耐震化の推進

①学校施設の耐震化の推進

　学校施設は、児童生徒が1日の大半を過ごす学習・生活の場であるとともに、災害発生時
には地域住民の避難場所となるなど重要な役割を担っていることから、学校施設の耐震化
に向け耐震補強工事を計画的に取り組みます。

改善の方策等

評 価 の 理 由

Ａ

55

現在値
（Ｈ２１）

単位
Ｈ２６Ｈ２２

指標及び説明

Ｈ２４

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

【説明】
市内のすべての公立小中学校の大規模改造
工事の実施割合

実　　績　　値

指 標 の 推 移

施 策 の 柱

指 標 の 推 移

【指標】
大規模改造工事の推進

【方向性】

教育財務課

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

指標及び説明

％ 76

改善の方策等

現在値
（Ｈ２１）

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実
I －生きる力を育む学校教育の推進

施 策 の 柱 (1)学校施設の整備・充実 担当課

【説明】
市内のすべての公立小中学校の耐震化の割
合

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

担当課評価

【施策】　

評 価 の 理 由

単位

細 施 策

(1)学校施設の整備・充実

9363

Ａ

100

　平成24年度に全学校施設の耐震化が完了しました。

　平成24年度に全学校施設の耐震化が完了しました。

担当課評価

　平成24年度を完了年度とした「川越市小中学校耐震化推進計画」に基づき、全学校施設
の耐震化が完了しました。

100

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

100

担当課

Ｈ２６Ｈ２２

教育財務課

52

細 施 策 ②大規模改造工事等学校施設の整備の推進

Ｈ２３

施 策 の 内 容

Ｈ２５
目標値
（Ｈ２７）

・大規模改造工事を実施（小学校２校、中学校２校）
・大規模改造工事設計業務委託を実施（小学校２校、中学校１校）
・トイレ改修工事を実施（小学校９校、中学校４校）

　平成23年度に策定した「川越市小中学校大規模改造計画」に基づき、大規模改造工事及
び大規模改造工事設計業務委託を実施しましたので、順調に進ちょくしています。

　学校施設の耐久性の向上、施設の機能改善、教育環境の改善を図るため、「川越市小中
学校大規模改造計画」に基づき、大規模改造工事を進めてまいります。

％ 44 54 57
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細施策 施策の柱
Ａ
Ａ教育財務課施 策 評 価

教育財務課

細施策 担当課

【施策】　

②大規模改造工事等学校施設の整備の推進

【方向性】

総合評価

Ａ

(1)学校施設の整備・充実

I －生きる力を育む学校教育の推進

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

施 策 の 柱

Ａ
学 識 経 験 者
意 見 等

　エアコンの設置については、子どものためにも教室で働く教師のためにも是
非お願いしたい。

①学校施設の耐震化の推進

施策評価
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細施策 施策の柱
Ｂ

細施策

学校管理課

施 策 の 内 容

Ｈ２４

細 施 策 ①小・中学校の通学区域・規模等の検討

施 策 の 柱

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

改善の方策等

項目名（単位）

施 策 評 価
①小・中学校の通学区域・規模等の検討

小中学校の在り方検
討委員会等開催回数
（回）

学 識 経 験 者
意 見 等

担当課

Ｈ２３

検討内容

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

【施策】　 ２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

Ｂ

　特になし

成 果 実 績

評 価 の 理 由

施策評価
総合評価

施 策 の 柱 (2)小・中学校の適正配置と通学区域の弾力化

【方向性】

【施策】　

1 6

I －生きる力を育む学校教育の推進

(2)小・中学校の適正配置と通学区域の弾力化

指定校変更、区域外
就学について

指定校変更、区域外就学
許可基準の公表、施設整備

3

児童数の増加が見込まれる
学校への対応策について

Ｈ２５

担当課 担当課評価

　「通学区域に関すること」において指定校変更や区域外通学の内容の見直しと許可基準
の公表について検討を進め、平成24年12月から許可基準を市ホームページで公表してい
ます。また、児童数が増加している南古谷小学校への対応策を検討することができたことか
ら、概ね順調に進ちょくしています。

　児童生徒数の増減に伴う小中学校の在り方については、地域により状況がさまざまであ
り、それぞれへの対応について引き続き検討することが必要です。今後も、大型集合住宅の
建設や大規模地区開発などの動向に注視し、児童生徒数の推移を把握し、他部署と連携し
ながら今後の小中学校の在り方の指針となるものを検討してまいります。

　今後の川越市立小中学校の在り方検討委員会を開催し、特に児童数（学級数）が増加し
ている南古谷小学校に係る対応策を協議しました。また、今後の市全体としての児童生徒
数（学級数）の推移について協議しました。

　今後の川越市立小中学校の在り方検討委員会において、「通学区域に関すること」、「余
裕教室の活用に関すること」、「今後の望ましい学校数（学校の統廃合や存続等）に関するこ
と」、「その他」の視点で検討し、将来にわたり適正な小中学校の通学区域・規模等を調査研
究していきます。

学校管理課 Ｂ

Ｂ
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Ｈ２３

・各学校に適切に予算を配当し、計画的に図書を購入しました。
・調べ学習や発展的な学習に活用できる本や児童生徒が興味・関心を寄せている本を計画
的に購入し、学校図書館の環境整備を図りました。

成 果 実 績

評 価 の 理 由

改善の方策等

(3)学校図書館の充実

改善の方策等
　計画的な図書の購入と適切な蔵書の入替により、蔵書の量的確保とともに質的向上が図
れるよう整備を進めます。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

細 施 策

施 策 の 柱

教育指導課

担当課

図書標準の達成率
(中学校）（％）

　学校教育の中で、学校図書館の活用の充実が図れるよう、子どもの要望に応じた図書や
豊かな心を育てるための図書を計画的に購入し、蔵書の充実に努めます。

施 策 の 内 容

評 価 の 理 由

90.8

項目名（単位）

　「全校一斉朝読書」など読書活動の時間を設けたり、教科の指導等で学校図書館の利用
を促進し、児童・生徒が本に触れる機会を増やします。

　各種研修会を通して司書教諭・図書整理員の職務充実が図られたことで、学校図書館の
整備と活用が促進されるとともに、本の貸出冊数も増加し、順調に進ちょくしています。

　図書の計画的な購入により、図書標準の達成率は向上しており、概ね順調に進ちょくして
います。

図書標準の達成率
(小学校）（％）

Ｈ２５Ｈ２４

I －生きる力を育む学校教育の推進

担当課評価

教育指導課

・司書教諭・図書整理員の配置により、学校図書館経営の充実を図り、学校図書館を活用し
た学習指導を一層推進します。
・司書教諭や図書整理員の研修等を通して読書好きの児童生徒を増やし、子どもの読書活
動を活発にするために、司書教諭や図書整理員の研修等を通して、創意工夫をこらした学
校図書館の中で、子どもの読書活動が充実するように努めます。

成 果 実 績

学校図書館の貸出数
（中学校）（冊） 29,621 42,407

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

Ａ

・司書教諭、図書整理員とも全校に配置しました。（図書整理員は30人を複数校配置で対
応）
・子ども読書活動推進研修会を実施し、司書教諭を中心に児童生徒の読書活動推進のた
めの研修を実施しました。
・魅力ある学校図書館をつくる図書整理員研修会を年４回実施し、学校図書館の充実を図り
ました。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

45,873

施 策 の 柱 (3)学校図書館の充実 担当課

細 施 策

Ｈ２５

学校図書館の貸出数
（小学校）（冊） 380,856

項目名（単位） Ｈ２３

施 策 の 内 容

【方向性】

①司書教諭・図書整理員の配置

【施策】　

Ｈ２４

85.7

74.8 78.0 80.6

97.0

担当課評価

417,968

Ｂ②蔵書の充実

431,081
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 評 価

　特になし

(3)学校図書館の充実

総合評価

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

教育指導課

Ａ
Ａ

②蔵書の充実

【施策】　

施 策 の 柱

施策評価
細施策 担当課

①司書教諭・図書整理員の配置 教育指導課
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【方向性】

施 策 の 柱

細 施 策

89.5 90.3

改善の方策等

施 策 の 内 容

施 策 の 柱

指標及び説明

成 果 実 績

(4)学校給食の充実

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

Ｈ２４

細 施 策

施 策 の 内 容

89.7

項目名（単位） Ｈ２３

・安全・安心でおいしい給食を提供するため、栄養的にバランスの取れた給食を提供し、児
童生徒の健康の増進や体力の向上を目指します。
・学校給食で使用する食材の安全確保に努めるとともに、地場産物の使用拡大に努めま
す。

必ず朝食をとる割合
（小５）（％）

②給食内容の充実 学校給食課

・学校給食における摂取基準に基づいた学校給食を小学校・中学校で189回実施しました。
・農産物等の産地証明、残留農薬証明等を求め、給食材料の安全性を確保しました。
・地産地消の考えから主食米については、川越産米約234ｔ、野菜については88ｔなど19品
目を使用しました。
・食材について、毎日３品目程度と給食１食分の放射性物質検査を実施しました。

必ず朝食をとる割合
（中２）（％）

評 価 の 理 由

改善の方策等

指 標 の 推 移

現在値
（Ｈ２１） Ｈ２６

％

単位
Ｈ２３

21.4

・今後も地場産農産物の利用を増やしていくため、地場産物を生かした献立や、収穫期に
合わせた献立等、地場産物を積極的に取り入れていきます。
・食材の安全性確保のため、引き続き放射性物質の検査を実施していきます。

20.0

Ａ

Ｈ２４ Ｈ２５

19.3

実　　績　　値

19.6

【指標】
学校給食における地場産物の使用拡大

【説明】
学校給食への川越産野菜使用割合

8.8 19.1

目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２

評 価 の 理 由
・地場産野菜の使用については、天候により左右されます。平成25年度は平成24年度より、
安定的に使用できたため、目標値を達成することができ順調に進ちょくしております。
・食材の安全性確保のため、引き続き放射性物質の検査を実施していきます。

・学校、家庭において、食に関する指導、意義、役割等について理解を深め、家庭での実
践に生かすために「朝食欠食ゼロキャンペーン」を市内小中学校全校で実施しました。
・「食に関する指導法研修会」を、栄養教諭・学校栄養教員研修会と合同で実施しました。

・児童生徒が生涯健康で充実した生活を送るために、学校給食を通した食に関する指導に
加え、教科等と連携した食に関する指導の推進に努めます。
・効果的な食に関する指導を推進するため、栄養教諭制度等の指導体制の整備を推進す
るとともに、学校、家庭、地域への啓発、情報提供など、連携した取組を目指します。

①食育の推進 教育指導課

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

(4)学校給食の充実 担当課

Ｂ

【施策】　

83.8 83.3 85.5

担当課評価

・給食の時間や家庭科等の授業で、バランスの良い食事や地産地消の考え方を踏まえた学
習が推進されています。
・各学校において食育における年間指導計画を踏まえた指導を行っており、概ね順調に進
ちょくしています。

・埼玉県の「早寝、早起き、朝ご飯」の運動を推進します。
・食育についての研修を引き続き計画的に実施します。

担当課評価

I －生きる力を育む学校教育の推進

担当課

Ｈ２５
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ａ
Ｃ

施 策 の 内 容

施 策 の 柱

評 価 の 理 由

学 識 経 験 者
意 見 等

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

揚物機等改修工事　(今
成）、重油タンク設置等
工事(藤間）

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

(4)学校給食の充実

Ｂ③学校給食施設の整備

改善の方策等
・緊急修繕以外のものは計画的に維持管理のための修繕を実施します。
・施設の更新については、引き続きアドバイザリー業務委託を実施し、ＰＦＩ事業としての手続
きを進めていきます。

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

Ｈ２３ Ｈ２４

成 果 実 績
男子休憩室冷暖房設備
改修工事（今成）、焼物
機等改修工事（今成）

改修工事
調理室空調設備改修工
事（今成）

②給食内容の充実

Ｂ
　保護者の立場からすると給食は非常にありがたいが、アレルギー対策など課
題もあるため、一層の充実を図ってもらいたい。

施 策 評 価
①食育の推進

学校給食課

担当課

細 施 策

I －生きる力を育む学校教育の推進

担当課評価

【方向性】

③学校給食施設の整備

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

(4)学校給食の充実

Ｃ

総合評価担当課

Ｈ２５項目名（単位）

【施策】　

学校給食課

・施設の更新については、アドバイザリー業務委託の開始が遅れ、事業内容の検討が十分
に進みませんでした。
・改修工事は少しずつ進んでいます。
・維持管理のための修繕は、緊急対応の修繕が多く発生したことにより、進ちょくがあまり順
調ではありません。

・藤間学校給食センターと吉田学校給食センターは老朽化が進んでいるため、施設の更新
を計画的に推進していきます。
・学校給食の安全性の向上を図るため、調理場のドライ化を推進します。

【施策】　

施 策 の 柱

・「（仮称）川越市新学校給食センター整備基本計画」を公表しました。
・ＰＦＩ手法による事業化を進めるため、新学校給食センターＰＦＩアドバイザリー業務委託を
開始しました。
・各学校給食センターの維持管理のため、優先度をつけて修繕を実施しました。
・調理場のドライ化を推進し、学校給食の安全性の向上を図りました。

施策評価
細施策

学校給食課
教育指導課
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細施策 施策の柱
Ｂ

施 策 の 柱 (5)市立川越高等学校の改革・充実

【方向性】

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

施 策 の 内 容
　第二次川越市立川越高等学校将来構想懇話会を設置し、「学科編制の在り方」「学校・学
級規模の在り方」「教員の研修の在り方」「中高連携や中高一貫教育の在り方」について検
討し、市民の負託に応える魅力ある市立高等学校づくりを推進します。

細 施 策

【施策】　

(5)市立川越高等学校の改革・充実 担当課施 策 の 柱

　特になし

Ｂ

Ｂ

Ｈ２５

Ｂ

35.1

市立川越高等学校

施策評価

成 果 実 績

I －生きる力を育む学校教育の推進

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４

市内生の比率（％） 40.3 37.6

評 価 の 理 由

施 策 評 価

細施策 担当課

改善の方策等

①市立川越高等学校将来構想の検討と推進

総合評価

【施策】　

学 識 経 験 者
意 見 等

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

①市立川越高等学校将来構想の検討と推進

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進

担当課評価

市立川越高等学校

・平成24年度の１年生から導入したすべての学科の35人少人数学級編制及び地域特別選
抜を平成25年度も引き続き実施しました。
・市立高等学校教員が中学生を教える出前授業や、相互の行事や授業の参観などを通し
て、中高間の共通理解を深めました。
・城南中２年生215人が進路指導として、市立川越高等学校での授業を体験しました。

・市内の中学校と市立高等学校の教員が互いの状況を学び教育力の向上に役立ちました。
・市立高等学校と城南中、野田中のソフトテニス部が年間を通し合同練習を行い、中学生を
指導するなど、概ね順調に進ちょくしています。

・35人学級の編制、地域特別選抜の導入についてその成果を検討します。
・市内の中学校と市立高等学校の連携については３年間を一区切りとして進めており、更に
推進していきたいと考えております。
・体験授業や部活動の合同練習を通じ、各中学校と市立高等学校の教職員の理解を一層
深めます。
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606/20,433

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

担当課

成 果 実 績
１階施設利用者数

（人）
944 1,067

評 価 の 理 由

体育館及びグラウンドの
利用回数と人数（回/人） 231  /  7,612

2,669

197 / 9,069

【施策】　

施 策 の 柱 担当課評価

細 施 策

Ｈ２５Ｈ２３

①教育センターの整備・開放の充実 教育センター Ａ

施 策 の 内 容

・ 教育センターの機能を充実させるため、教職員研修体制の整備を図るとともに、市民も活
用できる施設となるよう推進します。
・ １階施設や体育館及び運動場は、 市民に対して積極的に開放していき、研修施設として
の設備は計画的に整備し、教育センター機能の充実を図っていきます。

(6)教育センターの充実

項目名（単位）

123

2

担当課評価

項目名（単位）

・今後も施設利用に関する情報を公民館だより等に掲載し、地域住民への周知を図ります。
・サッカーゴールや体育館等の老朽化対策を行う必要があります。
・教職員研修施設として２・３・４階の改修工事、駐車場の整備等を進めていきます。

改善の方策等

I －生きる力を育む学校教育の推進【方向性】

Ｈ２４

・ 施設の貸し出しに関して周知され、利用団体が増えています。
・１階施設は市民の使用を優先しています。体育館及び運動場は、教職員研修と重ならな
い場合において、市民に対し積極的に貸し出しを行いました。
・１階施設は、内装制限に係る工事及び排煙設備設置工事を実施しました。
・休日や夜間の貸し出し時の管理業務を川越市シルバー人材センターに委託して市民が使
いやすい環境整備を行いました。

　運動場の貸し出しは、年間を通して毎週土日使用されています。また、体育館は、各種団
体が使用している学校施設が利用できない期間（改修工事や卒業式等の学校行事）を中心
に、年間を通して多く利用され、順調に進ちょくしています。

施 策 の 柱 (6)教育センターの充実 担当課

細 施 策 ②家庭・地域との連携研修の充実 教育センター Ｂ

Ｈ２４ Ｈ２５

　学校と家庭が課題解決に向けた共通理解を図ることを目的として、今日的な課題を取り上
げた研修会を開催しました。参加者からは、参加して良かった、家で携帯電話について子ど
もと話してみたい、保護者会等で報告したいといった感想があげられ、概ね順調に進ちょく
しています。

　保護者の参加者を増やすために、研修会開催通知とともに講演会のリーフレットを作成及
び添付し、各学校を通して保護者への周知を図り、参加を促進します。また、各学校へ研修
内容を周知し、活用を促します。

84

施 策 の 内 容
　不登校や情報モラル教育の諸問題など、今日的な教育課題解決のために、学校や家庭・
地域との相互理解を目的とした家庭・地域と連携した研修の充実を図ります。

平 成 ２ ５ 年 度
実 績

・保護者対象の研修会を２回実施しました。（平成22年度から実施）
　①講義　「不登校児童生徒への援助のあり方」
　　　　　・不登校の現状と課題　　・不登校０を目指して
　②講義　「情報モラル教育の進め方」
　　　　　・学校全体で取り組む情報モラル指導　・携帯電話等による諸問題の解決に向けて

成 果 実 績

参加者数（人）

改善の方策等

Ｈ２３

評 価 の 理 由

研修会の開催（回） 2 2

73
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ施 策 評 価

細施策 担当課

学 識 経 験 者
意 見 等

②家庭・地域との連携研修の充実 教育センター
①教育センターの整備・開放の充実 教育センター

施策評価
総合評価

Ａ

Ａ
　家庭・地域との連携研修については、積極的に保護者を対象としており、時期
にあったテーマで実施しているため大変評価できるが、開催日程など参加者を
増やす工夫をしながら、内容の充実を図ってもらいたい。

施 策 の 柱

【施策】　 ２　安全・安心で質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

(6)教育センターの充実

【方向性】 I －生きる力を育む学校教育の推進
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改善の方策等
　老朽化（築30年以上）したプレハブ学童保育室の改築については、第三次川越市総合計
画実施計画に位置付け改築を行っていきます。

老朽化対応率(全プレハ
ブ室数に占める築30年
未満の室数の割合）（％）

77 75

評 価 の 理 由

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

年度当初の入室児
童数（人）

1,902 1,916 1,983

83

　年度当初の入室児童数は増加していますが、申請があった入室要件を満たした児童をす
べて受け入れており、児童の放課後等の居場所確保を図ることができました。また、施設の
老朽化・狭隘化対応につきましては、概ね順調に進ちょくしています。

施 策 の 内 容
・保護者の就労により家庭が常時留守になっている児童を対象に、放課後及び休日等の居
場所を確保するとともに、児童の健全育成を図ります。
・老朽化した学童保育室の保育環境を良くするため、その改善に努めます。

改善の方策等
　今後も引き続き、市内保育園や幼稚園に家庭教育講座の実施に向けて呼びかけ、家庭の
教育力の向上を図ります。

施 策 の 柱 (1)家庭への支援 担当課 担当課評価

平成２５年度
実 績

Ｂ

・年度当初の学童保育室を利用する児童数は1,983人でした（全児童に占める割合は
11.1％、入室を待機している児童はいない）。
・老朽化対応として高階西学童保育室の改築工事を行い、狭隘化対応として川越第一学童
保育室と武蔵野学童保育室の改修工事を行いました。

①家庭教育の充実 地域教育支援課 Ａ

施 策 の 内 容
　家庭の教育力を向上させる必要があることから、乳幼児の親や小・中学校ＰＴＡを対象とし
た家庭教育に関するさまざまな学習の機会を提供します。

評 価 の 理 由

　PTA家庭教育学級については、全54校に委託し、各PTAごとに特色ある家庭教育学級を
実施し、家庭の教育力の向上が図れました。また、保育園・幼稚園・高等学校家庭教育講座
については、市立保育園・高等学校、私立幼稚園で計24回実施し、参加保護者のみならず
保育士・教職員にも好評で、順調に進ちょくしています。

細 施 策 ②学童保育の充実 教育財務課

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
【施策】　 １　家庭・地域の教育力の向上

施 策 の 柱 (1)家庭への支援 担当課

PTA家庭教育学級
委託数（校）

54 54

平成２５年度
実 績

・PTA家庭教育学級委託事業:54校(延べ事業数272回、延べ参加者数9,059人）
・家庭教育学級運営講座：１回（参加者数：106人）
・保育園家庭教育講座：19回（参加者数：456人）
・幼稚園家庭教育講座：４回（参加者数:94人）
・高等学校家庭教育講座：１回（参加者数：116人）
・登録講師を対象に家庭教育講座に向けての研修会を実施しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

幼保高家庭教育講
座（回）

18 22 24

54

担当課評価

細 施 策
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 １　家庭・地域の教育力の向上

施 策 の 柱 (1)家庭への支援

施 策 評 価

細施策 担当課

①家庭教育の充実 地域教育支援課

施策評価
総合評価

Ａ

Ａ

・家庭教育学級については、参加者が増加するよう各学校で作成している冊子
を保護者が目を通してもらえるようにＰＲしてもらいたい。
・家庭教育学級の運営については、より参加する保護者が増えるよう、小中学
校で連携して運営できる手法についても検討してもらいたい。
・学童保育の充実については、積極的に取り組まれており、今後も計画的に推
進してもらいたい。

学 識 経 験 者
意 見 等

②学童保育の充実 教育財務課
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①　人 11,105 15,409 22,196 33,696 32,848 15,000
②　件 107 138 144 225 569 216

細 施 策 ①地域ぐるみ教育のためのネットワークの整備 地域教育支援課 Ｂ

施 策 の 内 容
　子どもたちが、地域社会で健やかに育ちゆくため、地域ぐるみ教育のためのネットワークを
整備し、家庭や地域社会の教育に対する関心と責任意識を高めます。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 １　家庭・地域の教育力の向上

施 策 の 柱 (2)地域の教育力の向上 担当課 担当課評価

平成２５年度
実 績

・第１回「川越市地域子どもサポート本部会議:学校・家庭・地域連携推進事業について」（平
成25年６月25日実施）
・第２回「川越市地域子どもサポート本部会議:子どもサポート発表会、小江戸見っけ隊につ
いて」（平成25年11月19日実施）
・第３回「川越市地域子どもサポート本部会議:本年度の取組と今後の事業の進め方につい
て」（平成26年２月19日実施）

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

地域ぐるみ教育推進ネット
ワーク会議等の開催（回） 2 3 3

評 価 の 理 由
　３年間開催した「地域ぐるみ教育推進ネットワーク会議」が平成24年度をもって計画通り終
了し、引き続き、「川越市地域子どもサポート本部会議」において、地域ぐるみ教育のための
ネットワークの整備を進めることができたことから、概ね順調に進ちょくしています。

②学びを支援するシステムの整備 地域教育支援課 Ａ

現在値
（Ｈ２１）

･子どもサポート委員会によるイベント型事業数　140件（延べ参加者数:20,749人）
・子どもサポート委員会による学校応援団活動数569件（延べ参加者数:　9,368人）
・子どもサポート委員会開催数133回（延べ出席者数:2,731人）

Ｈ２３ Ｈ２４

改善の方策等
　持続可能な活動にしていくために、スタッフの世代交代や人材の発掘を支援します。ま
た、各サポート委員会間の情報交換や活動発表を進め、子どもたちの実態に即した活動内
容の改善に向けて支援していきます。

Ｈ２５

改善の方策等
　今後は、学校・家庭・地域の連携による協働事業として、地域ぐるみで教育を推進するた
めのネットワークの整備に努めます。

施 策 の 柱 (2)地域の教育力の向上 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

･子どもサポート事業への参加者は、各地区の特色を生かし、子どもたちの体験活動を充実
する事業が多かったため、目標値を上回っており、順調に進ちょくしています。。
・学校応援団の活動については、各サポート委員会で広がりを見せており、内容も充実し、
順調に進ちょくしています。

細 施 策

指 標 の 推 移
単位

施 策 の 内 容
　子どもたちの生きる力を育むため、学校・家庭・地域の連携を深め、地域ぐるみで学びを支
援するシステムとして、子どもサポート事業や学校応援団活動を更に推進し、家庭や地域の
教育力を高めていきます。

平成２５年度
実 績

指標及び説明

【指標】
①子どもサポート事業への参加者数
②学校応援団の活動数

【説明】
①市内14地区の子どもサポート事業への参加者数
②市内14地区の子どもサポート委員会が市内小・
中学校へ学校応援団として活動する数

Ｈ２６

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ａ
Ａ③社会教育関係団体への支援

１　家庭・地域の教育力の向上

施 策 の 柱 (2)地域の教育力の向上

評 価 の 理 由
　ジュニアリーダースクールについては、修了後ジュニアリーダースクラブに登録し、子ども
会の指導や支援のために活動するなど、着実な成果をあげることができ、順調に進ちょくし
ています。

改善の方策等
　ジュニアリーダースクールについては、認定者が校区ジュニアリーダースクラブへより多く
登録し、ジュニアリーダーとして活動できるよう環境整備や支援体制の充実を図ります。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

Ｈ２２

・ジュニアリーダースクール(第32期生)講座数：５回　受講者数：109人　認定証授与者数：98
人
・ジュニアリーダースクラブ登録者の割合：90.8％(89人)
・社会教育関係団体等の活動の活性化と充実のために補助金を交付しました。
　川越市子ども会育成団体連絡協議会：333,000円、川越市ＰＴＡ連合会：333,000円

89.0

【指標】
ジュニアリーダースクラブ登録者の割合

【説明】
ジュニアリーダースクール認証者のうち、ジュニア
リーダースクラブに登録した児童の割合

【方向性】

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

85.0

Ｈ２５ Ｈ２６

％

【施策】　

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 評 価

細施策 担当課

①地域ぐるみ教育のためのネットワークの整備

Ａ
　地域における事業や関係団体の活動を更に支援し、地域ぐるみ教育のネット
ワークを整備・充実させていって欲しい。

地域教育支援課
②学びを支援するシステムの整備 地域教育支援課

地域教育支援課

施策評価
総合評価

細 施 策 ③社会教育関係団体への支援 地域教育支援課 Ａ

Ｈ２３ Ｈ２４

82.5 85.7 84.1 90.8

指標及び説明

Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

平成２５年度
実 績

施 策 の 内 容
　子どもたちの学びや体験活動の充実を図るため、ＰＴＡや子ども会育成会などの社会教育
関係団体の活動を支援します。

【施策】　 １　家庭・地域の教育力の向上

施 策 の 柱 (2)地域の教育力の向上 担当課 担当課評価

Ａ
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Ｂ

0 0

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

1

改善の方策等
・研修を特定の会場・日程に限定せず、年間を通じて学習できる体制を整えてまいります。
・社会教育主事講習への派遣については、今後も積極的な派遣に向け、職員への情報提
供に努めます。

主事講習職員派遣
数（人）

1 0

評 価 の 理 由

　研修会実施回数は計画どおり、２回実施することができましたが、参加人数は研修会当日
に別の事業が重なったため減尐となりました。また、社会教育主事講習職員派遣者数につ
いては、派遣者の調整がつかなかったため、総合的に勘案するとあまり順調ではありませ
ん。

平成２５年度
実 績

　障害者対応事業を実施するための研修会実施　２回(参加者38人)

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

研修会参加者数
（人）

53 50 38

0

細 施 策 ②社会教育職員研修の充実 地域教育支援課 Ｃ

施 策 の 内 容
　市民の多様化する学習要求に応えるため、計画的に専門的な研修の機会を設け、関係職
員の資質・能力の向上を図るとともに、学習者の視点に立った学習内容・学習方法の改善・
工夫に努めます。

改善の方策等
　市民活動・生涯学習施設は、平成27年のオープンに向け、指定管理者との協議を引き続
き進めてまいります。

施 策 の 柱 (1)生涯学習推進体制の確立 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 (1)生涯学習推進体制の確立 担当課

評 価 の 理 由
　平成25年度の実績値は０ですが、川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設の中に設置
される市民活動・生涯学習施設の運営等を担う指定管理者を指定し、施設オープンに向け
た協議を進めており、事業は概ね順調に進ちょくしています。

館 0 0

担当課評価

細 施 策 ①生涯学習推進のための拠点施設設置
文化スポーツ部
文化芸術振興課

施 策 の 内 容 　地域振興ふれあい拠点施設に生涯学習センターの設置を進めます。

平成２５年度
実 績

　川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設の中に生涯学習センターの一部の機能を持つ
市民活動・生涯学習施設を設置するため、条例を制定するとともに指定管理者の指定を行
いました。

指標及び説明
【指標】
生涯学習センターの設置

【説明】
生涯学習施設（センター）の設置数

0
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｃ

学 識 経 験 者
意 見 等

②社会教育職員研修の充実 地域教育支援課

Ｂ

Ｂ

　新たに建設している川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設は、生涯学習
センターの一部の機能を持つ市民活動・生涯学習施設を設置する予定である
が、利用が集中することが予想されるため、より多くの市民が利用できるよう工
夫してもらいたい。

施 策 の 柱 (1)生涯学習推進体制の確立

施 策 評 価

細施策 担当課

①生涯学習推進のための拠点施設設置 文化芸術振興課

施策評価
総合評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進
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Ｂ

Ａ

1

評 価 の 理 由

　「第二次川越市生涯学習基本構想・基本計画」は平成27年度までが計画期間であるため、来年度から次期計
画の策定に向け検討を始めます。また、平成27年度からは、川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設内で新た
な生涯学習事業を実施する予定です。これらに向けて、市民の生涯学習に関する考え方や学習ニーズを把握す
ることが、この調査によりできたため、順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　今回の調査は、調査表の設問設定、印刷、発送等すべて担当内で実施しましたが、作業
的な業務や、集計や分析など専門的な技術を要するものは、業務委託するなど、次回から
は効率的な方法を検討していきます。

平成２５年度
実 績

・平成４年度から４年ごとに実施してきた調査ですが、平成24年度は、10月に広聴課で実施
する「市民意識調査」に含めての実施となりました。
・平成25年度は、市内在住の成人男女3,000人を対象に、生涯学習の活動状況や情報の入
手方法、今後やってみたい学習内容など９項目のアンケート調査を実施しました。1,370件
の回答があり、結果については、次期生涯学習基本計画や川越市文化芸術振興・市民活
動拠点施設内で実施する生涯学習事業に活かしていく予定です。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

調査回数 　－ 1

細 施 策 ②生涯学習に関する意識調査の実施
文化スポーツ部
文化芸術振興課

施 策 の 内 容
　市民が生涯にわたって学習活動を行いやすい環境の整備のために、定期的な各種調査
活動を進めていきます。

改善の方策等
　市内の生涯学習に関する情報が網羅されるよう、各機関との連携を密にし、より見やすい
情報誌を目指します。
　また、市のホームページを活用し、よりわかりやすい学習情報の提供方法を検討します。

施 策 の 柱 (2)多様な学習機会の創設 担当課 担当課評価

12

マナビィ
年間発行件数（部）

4,300 3,645 4,175

評 価 の 理 由
　印刷したものが余すことなく有効に活用されるよう、配布窓口や設置部数の見直しを随時
行いました。毎月新しい情報を提供できており、概ね順調に進ちょくしています。

平成２５年度
実 績

・月間の講座や教室の情報をまとめた「マナビィガイド」を毎月作成し、市民に配布する為、
文化芸術振興課と地域教育支援課の窓口および本庁舎南側玄関横のパンフレットコー
ナー、市内42箇所の公民館等の公共機関に設置しました。また、職員に周知するため各課
に回覧用として配布しました。
・市のホームページに「マナビィガイド」を毎月掲載しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

マナビィ
年間発行回数(回）

12 12

細 施 策 ①学習情報の提供システム整備
文化スポーツ部
文化芸術振興課

施 策 の 内 容
・生涯学習情報「マナビィガイド」を作成し、小・中学校、公民館等に配布します。
・市のホームページを活用した学習情報の提供を積極的に推進します。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 (2)多様な学習機会の創設 担当課 担当課評価
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ａ
Ａ

　地域社会の連帯意識や地域の教育活動の振興を進めるために、自治会単位の公民館講
座の開設に対して支援します。

施策評価
総合評価

69 74 81 79講座

Ａ
・マナビィガイドについては、より多くの市民が手に取れるよう工夫して欲しい。
・町内公民館講座の開設を支援しているということであるが、参加者数を増や
すためには、多くの人たちが講座に対する興味を持ち、学習意欲を持って参加
してもらえるかが大切である。

Ａ
施 策 評 価 ②生涯学習に関する意識調査の実施 文化芸術振興課

③町内公民館講座の開設支援 中央公民館

学 識 経 験 者
意 見 等

①学習情報の提供システム整備

　各町内における公民館活動が活発に行われ、成果をあげており、順調に進ちょくしており
ます。

　今後も各町内において多様な活動ができるよう、町内公民館講座の開設に向けて支援を
行っていきます。

Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

文化芸術振興課

評 価 の 理 由

改善の方策等

【方向性】

２　生涯にわたる学習活動の推進

(2)多様な学習機会の創設

細施策 担当課

指標及び説明
【指標】
町内公民館講座の開設数

【説明】
町内公民館講座の開催希望講座数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

70

【施策】　

施 策 の 柱

平成２５年度
実 績

　各町内等の公民館において、地域の教育活動の振興や社会福祉の増進に寄与すること
を目的とする79講座を支援しました。

85

施 策 の 内 容

施 策 の 柱 (2)多様な学習機会の創設 担当課 担当課評価

細 施 策 ③町内公民館講座の開設支援 中央公民館 Ａ

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進
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① 71,603 75,876 91,643 90,638 91,107 103,000
② 21,927 22,526 20,057 20,332 20,406 32,000

ライフステージにおける課題の学習機会の充実の講座数151講座、参加者延べ人数36,845
人
（指標は公民館主催事業への参加者数を記載しているため、現代的課題の学習の参加者
延べ人数20,859人、地域教育活動支援の講座参加者延べ人数21,672人、事務支援、事務
援助参加者延べ人数8,370人、会議等3,361人を含む）

・ライフステージにおける課題の学習は、参加者延べ人数が、前年度比２％微減となっています。
・22年度からは市長部局へ移行になった地域文化活動を除く。（21年度21,927人）
・23年度からは事務支援、事務援助を新たに追加（23年度9,660人、24年度8,745人、25年
度8,370人）

36,845

110,970

20,859

人

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進

93,530 98,402 111,700 111,513

細 施 策 ②現代的課題の学習 中央公民館 Ｂ

135,000

評 価 の 理 由

担当課 担当課評価

成 果 実 績
項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

参加者延べ人数（人） 38,414 37,646

施 策 の 柱 (3)社会の変化に応じた学習機会の提供 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

改善の方策等
　日常生活と結びつく身近な問題や課題を取り上げ、充実した学習機会の提供に努めま
す。

指標の推移

評 価 の 理 由

平成２５年度
実 績

成 果 実 績
項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

参加者延べ人数
（人）

22,633 21,048

　現代的課題の学習機会の充実の講座数136講座・参加者延べ人数20,859人
（現代的課題の学習の成果実績は、公民館主催事業への参加者人数に含まれている）

　講座参加者の延べ人数は、前年度より0.9％減となり、講座開催の延べ回数は、前年度よ
り1.9％減（24年度686回、25年度673回）となりましたが、概ね順調に進ちょくしています。

施 策 の 内 容
　社会的に要請される環境学習、情報学習、人権学習等のような現代的課題の学習活動の
提供に取り組むとともに、更なる学習機会の充実・提供に努めます。

改善の方策等
　引き続き各種講座の実施にあたっては、生涯の各時期に生じる課題を取り上げ、充実した
学習機会を提供していきます。

施 策 の 柱 (3)社会の変化に応じた学習機会の提供

単位
現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２

細 施 策 ①ライフステージにおける課題の学習 中央公民館 Ａ

施 策 の 内 容
　乳幼児の心と体を育むことをねらいとした子育て講座等、生涯の各時期に生じる課題の学
習活動の提供に取り組むとともに、更なる学習機会の充実・提供に努めます。

平成２５年度
実 績

指標及び説明

【指標】
生涯学習事業参加者数
（内訳として、①公民館主催事業参加者数、②地
域文化活動のち、地区文化祭参加者数）

【説明】
公民館主催事業への参加者数
（H22年度より地域文化活動が市長部局に移管されてい
るため、参考として①公民館主催事業参加者数、②地域
文化活動のうち、地区文化祭参加者数を表記する。）
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ
Ａ

・市の主催事業及び市との共催事業の講座数140講座、参加者延べ人数2１,672人
・事務支援、事務援助の団体数49団体、参加者延べ人数8,370人
（地域の教育活動を支援の成果実績は、公民館主催事業への参加者数に含まれている）

・講座参加者延べ人数は前年度比4.6％増です。
・市との共催事業は86講座です。（全体の61％・前年度比４講座増）
・平成23年度からは事務支援、事務援助を新たに追加し、事務支援事務援助が円滑に進め
られており、順調に進ちょくしています。

140　・　21,672

49　・　8,370

学 識 経 験 者
意 見 等

中央公民館
②現代的課題の学習 中央公民館
③地域の教育活動を支援 中央公民館

　公民館活動については、各地域で活発に行われているが、よりよい講座を開
催するため、施設設備の使用に関する配慮を一層図ってもらいたい。

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 (3)社会の変化に応じた学習機会の提供

施 策 評 価

細施策 担当課

①ライフステージにおける課題の学習

Ａ

Ａ

評 価 の 理 由

改善の方策等
　引き続き地域の教育活動が活発になるよう、地域教育活動団体の教育事業等を支援・連
携していきます。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

施策評価
総合評価

118　・　18,309 131　・　20,717

事務支援、事務援助
（団体数・人）

50　・　9,660 49　・　8,745

施 策 の 内 容
　地域で行っている教育活動を支援するための学習活動や情報の提供、事業等への支援
に努めます。

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

講座参加者延べ人
数（講座数・人）

施 策 の 柱 (3)社会の変化に応じた学習機会の提供 担当課 担当課評価

細 施 策 ③地域の教育活動を支援 中央公民館 Ａ

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進
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平成２５年度
実 績

・人権文集「あけぼの」作成と文集を活用した授業の推進
・人権絵画展「いのち・こころを大切にする絵画展」の開催　３日間　165人
・人権作文発表（人権教育実践報告会）６人
・「川越市の人権教育」の中に人権教育推進事業の委嘱館・委嘱校の実践や授業研究会の
記録などを「人権教育実践収録」としてまとめました。

施 策 の 内 容

・学校における人権教育の一環として、人権作文・人権標語・人権絵画の取組を、年間指導
計画に位置付け、計画的に推進します。
・人権教育推進のため、公民館区人権教育推進事業に係る研究を小・中学校に委嘱し、そ
の実践報告を「人権教育実践集録」として発行します。

Ｂ

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 (4)人権教育の充実 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

細 施 策 ①学校教育における人権教育推進事業 地域教育支援課

改善の方策等
　第８次公民館区人権教育推進事業が始まり、更に公民館区で学校・家庭・地域が一体と
なって人権教育の推進に努めます。

施 策 の 柱 (4)人権教育の充実 担当課 担当課評価

委嘱小・中学校数
（校）

10 11

評 価 の 理 由

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

人権作文・標語・絵
画応募総数（点）

836 783 789

11

　人権作文・標語・絵画については、優秀な作品を人権文集「あけぼの」に掲載し、人権教
育啓発資料として活用できました。
　「川越市の人権教育」（人権教育実践集録）を人権教育推進資料として活用できたことな
ど、概ね順調に進ちょくしています。

評 価 の 理 由

改善の方策等 　更に研修会の充実を図り、人権啓発資料の充実に努めます。

　参加人数は、増加傾向にあります。分科会では、活発な意見交換もあり、充実した時間を
過ごすことができました。人権教育啓発資料の発行も確実に行われ多くの児童生徒、保護
者、一般市民に活用していただいていることから、順調に進ちょくしています。

細 施 策 ②人権啓発活動の推進 地域教育支援課 Ａ

施 策 の 内 容
　差別や偏見のない思いやりのある明るい地域社会を築いて行くため、児童生徒、社会教
育施設利用者及び一般市民などを対象に、人権啓発活動を通して、人権意識の高揚と差
別意識の解消に努めます。

平成２５年度
実 績

・川越市ＰＴＡ・子ども会育成会人権啓発フィルム研修会開催
・川越市人権教育実践報告会開催
・人権文集「あけぼの」発行
・人権カレンダー発行
・川越市人権教育推進協議会広報紙「人権かわごえ」発行

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

ＰＴＡ・子ども会育成会人権
啓発フィルム研修会（人) 213 228

人権教育実践報告会
（人）

237 252

237

261
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評 価 の 理 由
　各講座では参加者の固定化が目立ち参加者数は、ほぼ横ばいでしたが、フレンドスクー
ルは、多くの子どもたちの参加があり、概ね順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　地域内の交流を更に深めるために自治会との連携を密にするとともに、集会所運営委員
会、協力委員会で協議を重ね、事業内容等の充実に努めます。

ふれあいまつり参加
者数（人)

198 267

施 策 の 内 容

・人権意識の高揚と差別意識の解消のため、関係機関や団体等と連携した教育活動を推進
します。
・自治会等と連携した教育活動を推進し、地域内の交流を深めるとともに、学習の場としての
集会所事業を推進します。

平成２５年度
実 績

・集会所事業各講座の実施　（習字教室24回、カラオケ教室21回、フレンドスクール８回、成
人講座５回、女性講座５回、高齢者講座５回）
・心輝く書道展開催
・集会所ふれあいまつり開催

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

集会所事業講座・教
室参加者数（人）

238

細 施 策 ④関係機関・団体等との連携 地域教育支援課 Ｂ

評 価 の 理 由
　公民館における人権教育指導者養成講座は、昨年度より参加者数は微減しましたが、各
公民館も講師選定や内容に工夫を加えており、順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　指導者養成講座では、人権感覚育成プログラムを取り入れた体験型の講座を行ったり、Ｄ
ＶＤなどの視聴覚教材を取り入れ話し合い型の講座を行ったり、講演会だけでなく参加意欲
を向上させるような内容を取り入れるなど、事業の充実に努めます。

2,327 2,222 2,315

人 3,798 3,766 3,813

施 策 の 柱 (4)人権教育の充実 担当課 担当課評価

4,000

細 施 策 ③人権教育指導者の養成 地域教育支援課 Ａ

施 策 の 内 容
　職場や地域社会における人権問題の解決を目指して、人権教育指導者養成講座を実施
し、各種団体や家庭における人権教育指導者の養成を図ります。

3,972 4,000

平成２５年度
実 績

・公民館における人権教育指導者養成講座の実施（17公民館で実施　92講座　参加者数3,972人）
・小堤集会所事業：人権教育指導者養成講座の実施（５回　参加者数149人）

指標及び説明
【指標】
公民館における人権教育指導者養成講座
参加者数

【説明】
公民館主催の人権教育指導者養成講座への
参加者数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 (4)人権教育の充実 担当課 担当課評価

63



細施策 施策の柱
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

地域教育支援課
②人権啓発活動の推進 地域教育支援課
③人権教育指導者の養成 地域教育支援課
④関係機関・団体等との連携 地域教育支援課

施 策 評 価

細施策 担当課

①学校教育における人権教育推進事業

施策評価
総合評価

Ａ

Ａ
・学校教育における人権教育推進事業については、若いころから人権意識を培
うことが重要であるため、一層の充実を図ってもらいたい。
・人権教育指導者養成講座の受講者に修了証を交付するなど、取組意欲が上
がる工夫をしてもらいたい。

２　生涯にわたる学習活動の推進

施 策 の 柱 (4)人権教育の充実

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　
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8

成 果 実 績

項目名（単位）

評 価 の 理 由

改善の方策等

　建築後30年以上の公民館が12館と多く、老朽化した施設や設備の修繕や備品等の購入
について、優先順位を定め、執行するよう努めています。しかしながら、突発修繕に追われ
ており、計画的に修繕を行うことができていないことから、進ちょくが順調ではありません。

・大東公民館は、平成26年５月に大東市民センター内に移転しました。
・南公民館は、平成27年に川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設内に移転予定です。
・霞ケ関北公民館は、移転改築のため現在、検討が進められています。
・市民にとって、地域の身近な学習施設として利用されるよう努めます。

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

・大規模改修工事の実施件数０件
・全公民館からの修繕等要望件数75件、修繕実施件数28件、修繕要望件数の実施率37％

修繕等要望件数の
実施率（％）

14 12 37

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (1)身近な学習施設としての公民館の整備・充実 担当課

平成２５年度
実 績

担当課評価

細 施 策 ①公民館の設置 地域教育支援課 Ｂ

施 策 の 内 容
　本庁、出張所区域と中学校区を勘案しながら、未設置地区については、身近な学習施設
としての公民館の建設を推進します。

・霞ケ関北公民館整備推進：建設検討懇話会実施（1回）
・（仮称）霞ケ関西公民館建設推進：建設検討懇話会実施（４回）、不法侵入防止柵の設置
・（仮称）西公民館建設推進：検討懇話会の実施（４回）

細 施 策 ②既存公民館の整備・充実 中央公民館 Ｄ

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

施 策 の 内 容
　既存の公民館については、市民が利用しやすい学習施設の充実を図るため、大規模改
修工事等整備充実に努めます。

施 策 の 柱 (1)身近な学習施設としての公民館の整備・充実 担当課

評 価 の 理 由

改善の方策等

・霞ケ関北公民館整備推進及び（仮称）霞ケ関西公民館建設推進については、基本設計に
向けての予算確保に努めるとともに、建設予定地の安全管理に努めてまいります。
・（仮称）西公民館建設推進については、引き続き検討懇話会において建設候補地につい
ての検討を進めてまいります。

・霞ケ関北公民館整備推進：建設検討懇話会において、平成25年７月に施設機能に関する
提言書が提出され、概ね順調に進ちょくしています。
・（仮称）霞ケ関西公民館建設推進：建設検討懇話会において、平成26年１月に施設機能
に関する提言書が提出され、概ね順調に進ちょくしています。
・（仮称）西公民館建設推進：地元有識者からなる検討懇話会を設置し、建設候補地につい
て検討を進めており、概ね順調に進ちょくしています。

― ―

建設検討懇話会の
開催回数（回）

2

担当課評価

検討懇話会の開催
回数（回）

4

5
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｄ

学 識 経 験 者
意 見 等

Ｃ
　公民館が併設された出張所は、市民センターとしてオープンしているが、市民
サービスの向上という意味では、大変良い取組であると評価している。

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (1)身近な学習施設としての公民館の整備・充実

施 策 評 価

細施策 担当課

①公民館の設置 地域教育支援課
②既存公民館の整備・充実 中央公民館

施策評価
総合評価

Ｃ

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
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Ｈ２６

860,000

評 価 の 理 由

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

冊 799,883 805,270 812,526 820,239 827,797

　平成25年度実績は827,797冊で、平成25年度想定目標値に対して77％の達成状況とな
り、概ね順調に進ちょくしています。

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２

平成２５年度
実 績

指標及び説明
【指標】
蔵書数

【説明】
川越市立図書館の所蔵資料数（図書だけでな
く視聴覚資料なども含む）

　蔵書数は、中央図書館が497,933冊、西図書館が160,515冊、川越駅東口図書館が
73,060冊、高階図書館が96,289冊で、４館合計では827,797冊となっています。

改善の方策等 　全館が連携し、引き続き、蔵書の充実に努めます。

細 施 策 ②図書館資料・情報提供サービス機能の充実 中央図書館 Ｂ

　南部地域の分館建設の見通しが立っていない状況ですが、利用者が利用しやすいよう、
平成22年度から、祝日開館の振替休館を廃止して図書館各館の開館日数を増やしたり、資
料の貸出冊数の上限を増やしたり、返却ポストを増設するなど、図書館サービスの充実を
図っています。

　分館建設については、今後も状況を注視していくとともに、更なる図書館サービスの拡大
に努めてまいります。

改善の方策等

施 策 の 内 容
　図書館サービスに関する多様な市民要望に応えるため、各分野の資料収集や学習・研究
情報の提供サービス機能の充実に努めます。

担当課評価

1,169 1,171

施 策 の 柱 (2)図書館サービス網の整備・充実 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

総貸出冊数(冊) 1,948,284 1,920,055

1,145

1,815,883

　現在、南部地域（大東地区・福原地区）の分館建設の見通しが立たず、建設等に向けた推
進ができない状況にあります。このため、雑誌スポンサー制度を拡充して資料の充実を図る
とともに、平成25年12月より返却ポストを４箇所増設して、図書サービスの充実と利便性の向
上を図りました。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

細 施 策 ①図書館サービス網の充実 中央図書館 Ｃ

施 策 の 内 容
　「図書館サービス網計画」に基づき、市民が身近な場所で図書館サービスが受けられるよ
う分館整備を推進します。

４館延べ開館日数
（日）

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (2)図書館サービス網の整備・充実 担当課
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細施策 施策の柱
Ｃ
Ｂ
Ｃ

総合評価

Ｃ

Ｃ

　開館時間の見直しや購入図書の内容など、図書館の利用率を高める取組を
引き続き行ってもらいたい。

③図書館を活用した学習活動の推進

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

学 識 経 験 者
意 見 等

中央図書館
施 策 評 価

細施策 担当課

①図書館サービス網の充実 中央図書館
②図書館資料・情報提供サービス機能の充実 中央図書館

施策評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (2)図書館サービス網の整備・充実

2

評 価 の 理 由
　市内大学図書館１館との連携を検討中ですが、実施に至っていないため、進ちょくはあま
り順調ではありません。

改善の方策等 　今後、市内の大学と拡大を含め積極的に協議検討していきます。

校 1 1 1 1 1

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２

施 策 の 内 容
　生涯にわたる学習活動の充実のため、市立図書館の資料だけではなく、県立図書館、相
互利用協定の図書館、大学や学校図書館との連携・協力の拡大を図り、図書館のネット
ワークを活用して学習活動を支援します。

平成２５年度
実 績

　県立図書館、相互利用協定の図書館、大学や学校図書館との連携・協力を図り、更なる
拡大のため市内大学図書館1館と連携検討中です。

指標及び説明
【指標】
大学図書館との連携

【説明】
市内の大学図書館との相互協力校数

施 策 の 柱 (2)図書館サービス網の整備・充実 担当課 担当課評価

細 施 策 ③図書館を活用した学習活動の推進 中央図書館 Ｃ

Ｈ２６

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実
【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
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評 価 の 理 由

改善の方策等

施 策 の 柱

評 価 の 理 由

　郷土資料は、現地保存ができない場合には博物館で寄贈・寄託により受け入れる必要が
あります。引き続いて効率的な収蔵に努めるとともに、新たな収蔵スペースの検討を進めま
す。貴重な資料の収集については、購入できない場合、寄託により収集を積極的に進めま
す。

平成２５年度
実 績

・常設展示の見直しにつきましては、事業の着手時期について課題が残りますが、職員間で
展示内容の検討に着手し具体化に向けて動いており、概ね順調に進ちょくしています。
・年間入館者数は、冬季に寒冬や豪雪の影響もあって減少しましたが、秋季までは前年度
に比べ増加しております。

　資料収集については、収蔵スペースの不足のため大型民具に限って制限していますが、
収蔵資料は全体として着実に増加しています。また、収蔵品展を開催し活用が図られたた
め、概ね順調に進ちょくしています。

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

37,573点 35,850 35,972

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

改善の方策等

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２５

100,000

・常設展示の見直しに係わる具体的な検討を継続し、今後スムーズに設計・工事へ移行で
きるように準備を進めます。
・企画展の開催に際しては、市民の興味・関心に応えるようなテーマ設定を更に工夫し、入
館者の拡大に努めます。また他団体との共催や共同企画なども検討します。

細 施 策

91,357

指標及び説明
【指標】
博物館の収蔵資料点数

【説明】
博物館収蔵資料の累計点数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３

施 策 の 内 容

(3)博物館の整備・充実 担当課 担当課評価

　平成25年度は購入資料13点、寄贈資料529点を受入れ、収蔵資料の累計が37,573点とな
りました。また、市内1家からの寄託資料を整理し「上寺山帯津家文書目録」を作成しました。

②郷土資料の収集・保存

40,00036,644 37,031

博物館 Ｂ

・川越の歴史と文化に係る資料収集に努めるとともに、その保存と活用を図ります。
・資料を保存する収蔵庫については、収蔵能力が不足してきたため効率的な収蔵保管に努
めるとともに、将来的な収蔵システムやスペースを検討します。

細 施 策 ①展示機能の充実 博物館 Ｂ

施 策 の 内 容
　常設展示の見直しを行い、新たな学術成果やより学びやすい展示手法を展示に反映でき
るよう研究を進め、展示機能の充実を図ります。

Ｈ２６

人 89,022 77,163 90,746

平成２５年度
実 績

指標及び説明
【指標】
博物館の入館者数

【説明】
博物館の年間入館者数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

94,318

・常設展示の見直しについては、常設展示検討委員会を1回開催しました。
・展示としては、新河岸川の舟運及び後北条氏関連の企画展と、情報伝達をテーマとした
収蔵品展、新作名刀展を開催しました。
・博物館の年間入館者数は91,357人で前年度比約３％の減少となりました。

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (3)博物館の整備・充実 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進
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①　人 3,194 2,970 3,000 3,776 3,691 3,400
②　校 268 275 324 321 338 300

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

改善の方策等

評 価 の 理 由

改善の方策等

　将来にわたって博物館の機能を維持または充実させていくために、老朽箇所は必要最低
限の緊急修繕で対応しながら、常設展示のリニューアルに合わせ改修を検討していきます。
また、築120年以上経過している蔵造り資料館の耐震診断を実施し、その結果を踏まえた耐
震補強と併せて保存修理を計画していきます。

　博物館の機能及び蔵造り資料館の文化財的価値を維持するため、応急的な修繕を実施
してきましたが、老朽または損朽による修繕必要箇所を多く抱えており、施設整備で遅れて
いるためあまり順調ではありません。

　博物館は、主に老朽化に伴う施設(屋上防水・外部ドア交換・空調機フィルター交換等）の
修理を行い、博物館機能を維持するための整備に努めました。また本丸御殿の建具の修理
を行い文化財建造物の維持、保存に努めました。

施設・設備の修繕件
数（件）

33

施 策 の 柱 (3)博物館の整備・充実 担当課 担当課評価

細 施 策 ④博物館・蔵造り資料館の整備 博物館 Ｃ

評 価 の 理 由

平成２５年度
実 績

目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

施 策 の 内 容
　社会教育施設、文化財及び観光拠点施設としての機能を充実させるため、博物館・蔵造り
資料館の整備を図ります。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値

細 施 策
③教育普及事業の充実と学校教育との
連携強化

博物館 Ａ

施 策 の 内 容
・市民の多様な学習要求に対応できるよう、講座・教室など教育普及事業の充実を図りま
す。
・小・中学校との連携を進め、学校の教育課程に位置付けた博物館活用の充実を図ります。

平成２５年度
実 績

指標及び説明

【指標】
①博物館の講座・教室の参加者数
②教育課程に位置付けた博物館活用の学校数

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (3)博物館の整備・充実 担当課

21

・小・中学校の校外学習として、博物館や川越を利用する先生方に、効果的な活用方法を
提案するため、学習カードや学校利用マニュアルの充実を図ります。
・子ども向け対象事業の内容を検討し、更に伝統的な行事や技術を取り入れた魅力的な教
室や講座を企画するとともに、広報活動の強化に努めます。

18

・大人向け事業の参加者数は1,837人、子ども向け事業は1,854人で総計3,691人でした。
・教育活動の一環として博物館を利用した学校は、市内延べ92校・7,924人、市外246校・
24,580人の総計338校・32,504人でした。市内幼稚園として、１園77人が利用しました。

　講座・教室の参加者で、子ども向け事業の参加者数が前年度比で約12％減少しました
が、大人向け事業の参加者は、前年度比約10％増加しました。また、小・中学校の校外学
習のための学習カードや学校利用マニュアルの整備により、博物館利用の学校数は、県内
小学校４年生の利用が特に増え、目標値を上回り順調に進ちょくしています。

担当課評価

【説明】
①博物館主催の講座・教室への参加者数
②小中学校・高校・大学の博物館活用の年間学校
数
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｃ

施策評価
総合評価

①展示機能の充実

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

施 策 の 柱

学 識 経 験 者
意 見 等

博物館
②郷土資料の収集・保存 博物館
③教育普及事業の充実と学校教育との連携強化 博物館
④博物館・蔵造り資料館の整備 博物館

【施策】　

　特になし

(3)博物館の整備・充実

Ｂ
Ｂ

３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 評 価

細施策 担当課
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評 価 の 理 由

改善の方策等
　大学との連携を進める中で人材育成に関する講座等を検討するとともに、川越市文化芸
術振興・市民活動拠点施設で指定管理者が実施する事業についても、大学との積極的な
連携を図るよう協議してまいります。

　「ふるさと塾」の講座の一部に大学との連携による講座を設けたり、大学との連携会議を開
催しましたが、地域の課題に対応した専門的な能力を有する人材の育成にはいたっておりませ
んので、進ちょくがあまり順調ではありません。

施 策 の 内 容
　市内各大学との連携により、地域の課題に対応した専門的な知識・技能やマネジメント能
力を有する人材を育成します。

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

地域活動コーディネーター
養成講座開催数（回）

・平成19年度から21年度は尚美学園大学と連携し「地域活動コーディネーター養成講座」を開催してまいりまし
た。
・平成22年度からは、「川越シニア大学小江戸塾」と連携して「ふるさと塾」を開催しています。「ふるさと塾」は、地
域の生涯学習ボランティアとして公民館や学校での体験学習・支援活動に関わるシニアの人材育成を目的として
います。平成25年度は、「ふるさと塾」の講座は全12回行い30人が受講しました。講座の一部は大学施設を利用
し大学教授を講師として実施しました。
・川越市と市内大学との連携に関する基本協定に基づき、大学のもつ研究・教育機能との連携を進めるため、東
洋大学理工学部と２回連携会議を開催し、連携の可能性を検討しました。

－ －

ふるさと塾開催数（回） 1 1

－

1

施 策 の 柱 (4)高等教育機関等との連携・協働の推進 担当課 担当課評価

細 施 策 ②大学と連携した人材の育成
文化スポーツ部
文化芸術振興課

4 6

評 価 の 理 由

改善の方策等

　平成23年度までの川越シティカレッジでは、５大学６キャンパスで各１講座を目標に実施し
ましたが、平成24年度からは、市内の４大学との連携講座として実施しています。平成25年
度は、市内のすべての大学との連携講座を開催できたので、順調に進ちょくしています。

　平成24年度は実施回数が２回でしたが、平成25年度には４大学で４回実施できました。受
講者数も安定しています。今後も各大学と連絡を密にし、よりよい講座を提供できるよう努め
てまいります。

2

Ｃ

平成２５年度
実 績

指標及び説明

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

回 5 6 6

　市内の４大学すべてと連携講座を実施し、186人の参加がありました。東洋大学との連携講座のテー
マは「自然界にみられるかたち（５回）」で受講者は41人、東邦音楽大学は「続・楽器何でも百科（４
回）」で47人、東京国際大学は「異文化との遭遇、そのとき日本は･･･（３回）」で48人、尚美学園大学は
「江戸絵画の魅力Ⅱ（４回）」で50人の参加がありました。

【指標】
川越シティカレッジの開催
（平成24年度より川越大学間連携講座の開催）

【説明】
川越シティカレッジの年間開催数
（平成24年度より川越大学間連携講座の年間開催数）

施 策 の 内 容

　
　市民の高度で体系的な学習欲求に対応するために、近隣大学（市内４大学・市外１大学）
との連携により市内各大学施設等を活用し、市民のリカレント教育の機会の拡充を図りま
す。

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (4)高等教育機関等との連携・協働の推進 担当課

①川越シティカレッジの開催
（平成２４年度より川越大学間連携講座として開催）

担当課評価

細 施 策
文化スポーツ部
文化芸術振興課 Ａ
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細施策 施策の柱

Ａ

Ｃ

学 識 経 験 者
意 見 等

文化芸術振興課

②大学と連携した人材の育成 文化芸術振興課

Ｂ

Ｂ

　川越大学間連携講座については、大変意義深く、今後は利用者も増えてくる
と思うため一層の充実を図ってもらいたい。

施 策 評 価

細施策 担当課

①川越シティカレッジの開催
（平成24年度より川越大学間連
携講座として開催）

施策評価
総合評価

【方向性】 Ⅱ－活力ある地域を創る生涯学習の推進

【施策】　 ３　生涯学習環境の整備・充実

施 策 の 柱 (4)高等教育機関等との連携・協働の推進

73



Ｂ

・新指定文化財として新たに１件が指定されました。
・埋蔵文化財の試掘調査件数は増加し、記録保存のための発掘調査は適切に行われまし
た。
・出土品の他市等への貸出はありましたが、学校の事業への活用は進みませんでした。

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

257 255

啓発用刊行物の新
規・改訂刊行数（件）

0 4

最新遺跡発表会参
加者数（人）

61 63 32

1

改善の方策等
・啓発事業の開催等に関わる広報をより広く展開します。
・文化財保護活動団体や学校等と積極的に協働を図りながら、文化財保護意識の啓発に努
めます。

評 価 の 理 由

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

Ｂ細 施 策 ②文化財保護意識の啓発 文化財保護課

・最新遺跡発表会参加者数：32人（前年度比51％）
・文化財防火訓練参加者：113人（前年度比102％）
・職員の講師派遣：９回（前年度比：75％）
・啓発用刊行物：改訂１件「文化財散策マップ」（前年度比25％）

　最新遺跡発表会、職員の講師派遣回数は減少しましたが、文化財防火訓練の参加者は
増加しており、概ね順調に進ちょくしております。

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

施 策 の 内 容
　国民の財産である文化財の価値を市民に周知し理解を深めるために、文化財保護意識の
啓発に努めます。

改善の方策等

施 策 の 柱 (1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用 担当課 担当課評価

　埋蔵文化財の活用にあたり、調査期間中の現地説明会の開催等により広くその重要性の
周知を図ります。また、学校との連携を図り出土品の貸出しや出前講座等を推進します。

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造
【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱 (1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用 担当課

評 価 の 理 由

件 246 250

・指定文化財数257件（前年度比100％）
・埋蔵文化財調査件数　発掘調査件数：４件（前年度比57％）
　　　　　　　　　　　　　　　 試掘調査件数：92件（前年度比128％）
・その他文化財調査件数：５件（前年度比71％）
・埋蔵文化財出土品貸出件数：６件（前年度比：100％）

担当課評価

細 施 策 ①文化財の保護と活用 文化財保護課

施 策 の 内 容

平成２５年度
実 績

指標及び説明
【指標】
指定等文化財数

【説明】
市、県、国指定等文化財数

252

・私たちの貴重な歴史的財産である文化財を後世に残し、伝えていくために、文化財調査
等の実施を通して隠れた貴重な文化財を見いだし指定します。
・文化財の保護に努めるとともに、文化の価値を生かした活用を積極的に図ります。
・地域の文化財をその周辺環境も含め、総合的に保存活用していくための基本構想を策定
します。

256
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都市景観課

83

担当課

Ａ

38 41

　伝統的建造物の保存修理においては国庫補助を受けているため、計画的な保存修理が
行えるよう、常に伝統的建造物所有者の意向把握を行い、関係機関との早期調整を図るよう
努めます。

51

　伝統的建造物の保存修理については、建物所有者の修理要望や保存対策調査などを計
画的に実施したことにより、保存計画どおり順調に進ちょくしています。

改善の方策等

評 価 の 理 由

施 策 の 柱 (1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用

Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

民俗文化財保存修
理率（％）※１

8

Ｂ

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

評 価 の 理 由

Ｈ２３ Ｈ２４

【指標】
伝統的建造物の修理件数累計

【説明】
重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業
における大規模な修理事業の件数

5534件 46

施 策 の 柱 (1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用 担当課 担当課評価

Ｈ２５

細 施 策 ③民俗文化財の保存と後継者の育成 文化財保護課

施 策 の 内 容
・民俗文化財を地域ぐるみで保存継承する体制の確立を支援協力します。
・後継者養成を積極的に支援します。

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４

後継者養成事業実施
団体率（％）※２

94 83

【方向性】

・川越氷川祭の山車行事保存会の開催回数：５回（前年度比125％）
・博物館民俗芸能実演会：１回（中福の神楽）（前年度比：100％）
・民俗文化財保存修理の補助事業件数：２件(前年度比100％)
・無形民俗文化財後継者養成の補助事業実施団体数：15団体(前年度比100％)
※１　補助事業で保存修理された民俗文化財件数／民俗文化財件数（民俗文化財件数は
民俗芸能又は行事に関わる有形文化財又は道具の件数：36件）×100
※２　補助事業で後継者養成事業を実施した団体数／無形民俗文化財保存団体数（18件）
×100

66

細 施 策
④重要伝統的建造物群保存地区の保存
整備事業の充実

Ｈ２６

・民俗文化財の保存継承に必要な会議や実演会を実施しました。また、継承していくために
必要な道具等の保存修理を計画的に進めました。
・後継者養成事業については、補助申請のあった団体に対して、すべて補助ができました。
・健全な後継者育成の仕組みを確立することに課題がありますが、概ね順調に進ちょくして
います。

　保存団体と協力しながら、民俗文化財への理解が深まるような発表の場が更に増えるよう
に努めます。また、健全な後継者育成の仕組みを確立するよう努めます。

修理１件（災害復旧）　山崎家土蔵　（二番蔵の漆喰壁及び水切りの修理等）
修理４件（通常）　松ヶ角家　（外観復原及び構造補強、老朽化や損傷部の修理等）ほか３件
伝統的建造物の特定４件
・小鹿野家主屋　ほか３件
歴史的風致維持向上計画に基づく景観補助事業１件（街なみ環境整備事業）
・加島邸　（町並みに調和する店舗兼住宅の新築工事）
地区の啓発パンフレット等の作成
・町歩きMAP（改訂版）ほか、地区の啓発パンフレットを作成

Ｈ２５

担当課評価

改善の方策等

施 策 の 内 容
・伝統的建造物の保存修理を計画的に実施し、地区の特性を生かした歴史的風致の維持・
向上に努め、重要伝統的建造物群保存地区の保存整備を行います。
・地区のＰＲや関連する事業との調整を行います。

指標及び説明

平成２５年度
実 績

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２
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①　％ 30.4 30.4 30.4 30.4 30.4 78.0
②　件 0 1 2 1 1 5

Ｂ

Ａ

13

216,151

　史跡公園（未整備地を含む）の活用を目的としたイベントを文化財・歴史の理解を前提とし
た内容で企画・実施しました（25年度実績値１）。

　史跡公園を活用したイベントは、地元自治会・保存会を含む実行委員会形式で流鏑馬を
実施しました。

・２期整備に向けて、発掘調査から得られた成果の精査・検討を進めていきます。
・今後の活用として、市主催の他に地元住民や隣接する小学校等が主催するような事業が
実施されるように調整を図ります。

9 12

評 価 の 理 由

改善の方策等

細 施 策 ⑤指定文化財の維持管理の充実と活用事業 文化財保護課

単位
現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）

指標及び説明

【指標】
①河越館跡地の史跡公園整備率
②国指定史跡河越館跡史跡公園活用事業
数累計

【説明】
①指定史跡面積中の公有化面積に占める整
備面積の割合
②河越館跡史跡公園を利用した事業の総数

施 策 の 柱 (1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用 担当課 担当課評価

細 施 策 ⑥河越館跡地等の整備・活用 文化財保護課

平成２５年度
実 績

改善の方策等

施 策 の 内 容
・指定されている有形文化財の維持管理を継続的に行い、その保存に努めます。
・博物館や関係各課と連携し、その活用を図ります。

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　有形文化財の所有者・管理者と協力して、文化財の適切な維持管理と文化財の価値を高
めていく保存を継続して推進し、その上で文化財の活用を推進します。市所有の文化財に
ついても、他課と連携して適切に維持管理し、更に活用が進むように努めます。

　有形文化財の保存のための補助事業は、所有者からの申し出通り補助ができました。ま
た、文化財管理者に対し管理報償金を支給して、適切な維持管理ができました。教育委員
会が所管する３件の文化財の入館者数の合計は昨年より増加し、公開事業は順調に進ちょ
くしております。

担当課評価

川越城本丸御殿・蔵造
り資料館・永島家住宅
入館者数(人)

209,754 207,907

指定文化財保存事業
実施率（％）※１

Ｈ２４ Ｈ２５

評 価 の 理 由

(1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用施 策 の 柱 担当課

施 策 の 内 容

指 標 の 推 移

　郷土学習の場、市民の憩いの場として国指定史跡河越館跡史跡公園等の整備を継続し、
市民や自治会等の公共団体、ＮＰＯ、大学等と協働してその有効活用を図ります。

Ｈ２６Ｈ２２ Ｈ２３

・指定文化財保存(維持管理・保存修理)の補助事業実施件数：26件（前年度比104％）
・指定文化財管理報償金支給件数：149件（前年度比106％）
・永島家住宅(旧武家屋敷)の見学者人数 ：1,231人（前年度比52％）
※１　指定文化財の保存(維持管理・保存修理)のための補助事業件数／指定文化財件数
×100（この場合の指定文化財（登録・選定・重要美術品は除く。）件数は、国・県・市指定の
民俗文化財（有形・無形）を除いた件数：201件）

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ

１　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

施 策 評 価

細施策

都市景観課

施策評価

【方向性】

文化財保護課
⑥河越館跡地等の整備･活用 文化財保護課

学 識 経 験 者
意 見 等

Ｂ

(1)文化財・伝統芸能等の保存及び活用

①文化財の保護と活用 文化財保護課
②文化財保護意識の啓発 文化財保護課

【施策】　

担当課

③民俗文化財の保存と後継者の育成 文化財保護課
④重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実

　今後も継続して無形民俗文化財の後継者の育成を積極的に支援していただ
きたい。

施 策 の 柱

総合評価

Ｂ
⑤指定文化財の維持管理の充実と活用事業
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Ａ

Ａ

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３

　さまざまな団体や人々との連携や協働により、文化芸術の振興を図るとともに、本市にふさ
わしい新しい文化芸術の創造に努めます。

Ｈ２５Ｈ２４

2

Ｈ２６

回

施 策 の 内 容

平成２５年度
実 績

　昨年に引き続き、地域の中高生、近隣大学生の参加を得て、大学ビッグバンド・ジャズフェ
スティバルを、また、市内にある尚美学園大学と東邦音楽大学と連携して、２音大クラシック・
コンサートを市民会館大ホールにて開催しました。これは、市内に若い世代が集う機会と音
楽を通じて活気のあるまちづくりを進めていこうとする目的で開催しました。

指標及び説明
【指標】
若い世代の参加事業の取組

【説明】
若い人向けイベント年間開催数

指 標 の 推 移
単位

担当課評価

評 価 の 理 由

改善の方策等
　若い世代が文化芸術事業へ参加しやすい環境づくりを進めていくため、今後もさまざまな
文化芸術に関する事業を企画していきたいと考えております。

細 施 策 ②若い世代が文化芸術事業に参加しやすいしくみづくり

Ｈ２４ Ｈ２５

施 策 の 柱 (2)川越らしい文化芸術の振興 担当課

　若い世代が参加できる事業として地元の中学生・高校生にも参加いただき、盛大に開催
することができました。今後も継続性と発展性が期待できます。目標値は達成し、順調に進
ちょくしています。

0 0 1 2 2

文化スポーツ部
文化芸術振興課

施 策 の 内 容
　新しい価値観を持つ若い世代の方々が、中心的に活躍してもらう環境を整え、文化芸術
事業に積極的に参加・活動してもらうための事業を検討します。

(2)川越らしい文化芸術の振興 担当課 担当課評価

平成２５年度
実 績

　平成25年度は、①大学ビッグバンド・ジャズフェスティバル、②川越市民文化祭、③川越市
美術展覧会、④文芸川越の発行、⑤２音大クラシック・コンサート、⑥小江戸川越第九の会
演奏会、⑦川越囲碁まつり等の文化芸術事業を実施しました。

文化スポーツ部
文化芸術振興課

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱

評 価 の 理 由
　市内の文化芸術団体との連携・協働により文化芸術に関わる事業を実施しています。平成
25年度も実績が伸びており、順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　本市の文化芸術団体と連携し、本市にふさわしい新しい文化芸術事業を実施することで、
今後も恒例行事として定着するよう努めていきます。

5 6 7
文化芸術団体との協
働による文化芸術事
業件数（件）

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３

細 施 策 ①連携・協働による新たな文化芸術の創造
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①回 0 20 26 49 62 20
②週稼働 45 49 42 51 49 47
③稼働率／％ 46.6 44.0 43.0 43.9 47.1 65.0

細施策 施策の柱
Ａ
Ａ
Ｂ

③特色ある文化芸術拠点の整備
文化スポーツ部
文化芸術振興課

美術館

担当課 担当課評価

文化芸術振興課・美術館

１　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

①連携・協働による新たな文化芸術の創造 文化芸術振興課
②若い世代が文化芸術事業に参加しやすいしくみづくり

(2)川越らしい文化芸術の振興

・川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設の新ホールは、文化芸術振興施設として条例を
制定するとともに、指定管理者の指定を行いました。
・①美術館で活動する市民ボランティアの質の高さを市内任意団体からも評価され、活動依
頼があり、それに応えた結果、数値が伸びました。
・②数値をみると前年度を下回っていますが、平成24年度に引き続き平成25年度も目標値
を達成しています。

・文化芸術振興施設は、平成27年のオープンに向け、指定管理者との協議を引き続き進め
てまいります。
・教育普及ボランティアの活動については、美術館内外においてより自主性をもち活動して
いけるよう、また継続して取り組んでいただけるよう、努めてまいります。
・創作室・市民ギャラリーの利用案内を広報やホームページなどで、市民に更に周知しま
す。

・文化芸術振興施設は運営等を担う指定管理者を指定し、施設オープンに向けた協議を進
めており、事業は概ね順調に進ちょくしています。
・平成25年度と24年度の実績値を比較すると、①③とも増加しています。また②は数値をみ
ると前年度を下回っていますが、平成24年度に引き続き平成25年度も目標値を達成してい
ます。①②はすでに目標値を上回り、概ね順調に進ちょくしています。

Ｈ２３

(2)川越らしい文化芸術の振興

Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

【指標】
①教育普及ボランティアの活動実施
②市民ギャラリーの利用促進
③創作室の利用促進

【説明】
①美術館市民ボランティアの活動回数
②市民ギャラリーの利用年間稼働数
③創作室の年間利用稼働率

指標及び説明

指 標 の 推 移

単位
現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値

評 価 の 理 由

施 策 の 内 容

【方向性】

・西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）に計画中の新ホールは、良質な芸術の鑑賞機会
を提供するなど、市民はもちろん県西部地域の人々に親しまれる施設として整備します。
・市立美術館は、質の高い芸術作品に触れる場とするとともに、市民の文化芸術活動の創
作・発表の場として、整備充実を図ります。

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱

施 策 評 価
③特色ある文化芸術拠点の整備

細 施 策 Ｂ

改善の方策等

平成２５年度
実 績

総合評価

Ａ
学 識 経 験 者
意 見 等

細施策 担当課

文化芸術振興課

施策評価

Ａ

・大学ビッグバンド・ジャズフェスティバル、２音大クラシック・コンサートなどは、
若い世代が参加し活躍するイベントとして大変素晴らしい取組だと思う。今後も
さまざまな文化芸術に関する事業を企画していただきたいと思う。
・ジャズやクラシックに加えて、中高生、大学生、一般も参加できるような歌や合
唱、ダンスなど、もう少し幅を広げてより多くの方が楽しめるようなフェスティバ
ルを企画の中に加えていただけると良いと思う。

【施策】　

施 策 の 柱

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２
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①回 0 9 12 12 10 12
②校 17 17 18 20 21 20
③人 367 360 313 330 274 700

・①は形態を工夫し、より魅力ある企画として、継続して毎月実施していきます。
・②は美術館という場を生かした活動を今後も続けていきます。
・③はこのところ減少傾向であるため、広報を工夫しより多くの方にアピールしていきます。

26,706

・平成25年度の実績値が昨年度から減っているものの、概ね順調に進ちょくしております。
・冬の特別展は巡回展であったため十分な会期がとれず、開催日数が通常に比べ半分程
度でした。しかし、リピーターも多く、満足度の高い展示となりました。

・子どもから大人まで幅広い世代が美術を楽しめる展覧会の開催に努めます。
・広報、ホームページﾞ、プレスリリースなどを通して、広く周知を図ります。

・子どもが美術館を積極的に訪れ、アートに触れる機会を毎月設けましたが、台風・大雪の
影響で２回が中止となりました。
・川越市の美術文化を育むために、夏に中学校の美術部の祭典を実施、冬にはその継続
事業として中学美術部員を対象とした講習及び館内での鑑賞、模写活動を実施しました。
・川越市から県展覧会に出品された特選作品を一堂に展示し、出品者家族はもちろん市民
に広くご高覧いただきました。

・①は毎月企画し、実施回数は昨年度から減ったものの、想定目標値は達成しました。
・②は実績値が目標値を上回りました。
・③は前年度を下回りました。

・常設展を開催し、小特集を組み、３か月に１度の展示替えを行いました。
・タッチアートコーナーにて年４回の企画展示を行いました。
・特別展を年４回開催しました。
(春）ポップアート　(夏)マンガの花道・横道・迷い道　(秋)ジャパン・ビューティー　描かれた日本美人
(冬)国立美術館巡回展　西洋への憧れ個のめざめ

36,693

改善の方策等

指 標 の 推 移

単位
現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

平成２５年度
実 績

施 策 の 柱 (3)文化芸術に触れる機会づくり

Ｂ

【説明】
①子どものプログラムの実施回数
②美術部展に参加している学校の数
③展覧会の入場観覧者数

担当課

評 価 の 理 由

改善の方策等

平成２５年度
実 績

担当課評価

細 施 策 ➀文化芸術が身近にある環境づくり
文化スポーツ部

美術館 Ｂ

施 策 の 内 容

特別展観覧者数
（人）

常設展観覧者数
（人）

36,044 38,135

Ｈ２５

評 価 の 理 由

指標及び説明

担当課評価

細 施 策 ➁子どもたちが文化芸術に親しむ機会づくり
文化スポーツ部

美術館

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱 (3)文化芸術に触れる機会づくり 担当課

　市民に良質な音楽、舞台芸術の鑑賞、また、市民のための文化芸術の発表と鑑賞など、
身近なところで気軽に文化芸術に触れることができるために環境整備に努めます。

【指標】
①ジュニアアートスクエアの開催
②川越市立中学校美術部の祭典の開催
③小中学生県特選美術作品展の開催

施 策 の 内 容
　次代を担う子どもたちが文化芸術に親しんでもらうために、鑑賞するだけでなく、文化芸術
に触れ、体験する事業を促進します。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４

28,110 29,565
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

①文化芸術が身近にある環境づくり 美術館
施 策 評 価

細施策 担当課

施 策 の 柱 (3)文化芸術に触れる機会づくり

②子どもたちが文化芸術に親しむ機会づくり 美術館

総合評価

Ｂ

Ｂ

施策評価

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

　美術館の来館者を増やすためには、特別展を充実させる取組が必要になると
思うが、特別展や企画展の内容を充実させ、今後も幅広い世代が美術を楽し
めるようにしていただきたい。
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Ａ

　市民が身近なところで発表ができ、また、文化芸術の鑑賞ができるよう、施設及び場の整
備に努めます。

評 価 の 理 由
　文化芸術団体への支援として各種事業を各団体と連携して実施し、既に目標値を超えて
います。また、文化芸術分野で功績のある方を川越市顕彰要綱による顕彰に推薦しており、
事業は順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　今後も、文化芸術を行う団体等への支援を継続し、市民の文化芸術活動の促進に努めま
す。

Ａ

平成２５年度
実 績

　川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設の新ホールは、文化芸術振興施設として条例
を制定するとともに、指定管理者の指定を行いました。

Ｈ２４ Ｈ２５

5 15 10

施 策 の 柱 (4)文化芸術活動への支援と交流の促進 担当課

評 価 の 理 由

・文化芸術振興施設は、約1,700席のホールをはじめ、リハーサル室や楽屋等の整備を進め
ており、施設稼働後は市民の発表及び文化芸術の鑑賞の場として活用されます。
・施設の運営等を担う指定管理者を指定し、施設オープンに向けた協議を進めており、整備
は順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　文化芸術振興施設は、平成27年のオープンに向け、指定管理者との協議を引き続き進め
てまいります。

西部地域振興ふれあい拠点
施設（仮称）管理運営検討
部会開催件数（件）

担当課評価

細 施 策 ②文化芸術活動の場の整備
文化スポーツ部
文化芸術振興課

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３

施 策 の 内 容

平成２５年度
実 績

　平成25年度は、①川越市民文化祭の開催、②地区文化祭への支援、③川越市美術展覧
会の開催、④文芸川越の刊行、⑤２音大クラシックコンサートの開催、⑥小江戸川越第九の
会演奏会の開催、⑦川越市総合文化祭開会式の開催等、市民の文化芸術活動を支援する
事業を行いました。

指標及び説明
【指標】
文化芸術の支援

【説明】
文化芸術を発表する機会の年間事業数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

事業 4 5 6 7 57

細 施 策 ①文化芸術活動への支援
文化スポーツ部
文化芸術振興課

施 策 の 内 容

・文化芸術を行う団体等への支援を継続するとともに、市民から寄せられる情報を効率的に
収集し、適切に発信するよう努めます。
・文化芸術の分野で顕著な成果を収めた人や振興に寄与した人への顕彰を行い、市民の
文化芸術活動を促進します。

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱 (4)文化芸術活動への支援と交流の促進 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造
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細施策 施策の柱
Ａ
Ａ
Ｃ

Ｃ

590,295

文化スポーツ部
文化芸術振興課
国際文化交流課

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

施 策 の 内 容
・文化芸術団体相互の意見交換の場を設定し、ネットワークの強化を図ります。
・中学生に海外姉妹都市での生活文化を体験させ、相互理解と交流を促進します。

平成２５年度
実 績

・文化芸術団体相互の交流を図るため、平成25年度も川越市文化団体連合会と川越美術
協会、地区文化祭実行委員会の協力により「総合文化祭開会式」を市民会館で開催しまし
た。
・セーレム市訪問中学生交流団22人の派遣を実施いたしました。

指標及び説明

【指標】
文化施設の利用者数

【説明】
市民の文化活動を促進するための文化施設の利
用者
(ここでいう文化施設とは川越市市民会館・やまぶき会館・川越
西文化会館・川越南文化会館・川越駅東口多目的ホール及び
川越市立美術館）

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
単位

目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３

指 標 の 推 移

細 施 策 ③文化交流の促進

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

施 策 の 柱 (4)文化芸術活動への支援と交流の促進 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

【施策】　 １　文化財の保存・活用と芸術文化活動の充実

【方向性】 Ⅲ－歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

537,052 555,479

　目標値は平成27年に完成予定の川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設にできる新
ホールの利用者数を見込んでの数値です。平成24年度の市制施行90周年記念事業による
利用者数の増加の影響を受けて、平成25年度の文化施設の利用者は若干減少していま
す。

　文化芸術団体のネットワークの強化については、不十分な状況ですが、今後、文化芸術
団体の交流の機会を設定し、各団体の情報等も提供できるよう努めてまいります。

1,000,000

評 価 の 理 由

改善の方策等

人 593,643 569,301

施 策 の 柱 (4)文化芸術活動への支援と交流の促進

施 策 評 価

細施策 担当課

①文化芸術活動への支援 文化芸術振興課
②文化芸術活動の場の整備

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

　セーレム市への中学生交流団の派遣については、予算の制約もあると思う
が、より多くの生徒に国際交流の場を提供できるため、各校から男女各１名ず
つ派遣できるようお願いしたい。

学 識 経 験 者
意 見 等

文化芸術振興課
③文化交流の促進 文化芸術振興課・国際文化交流課
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・国際交流センター受付業務を留学生（東京国際大学・尚美学園大学）に依頼しています。
・国際交流センターにインターネットコーナーを設置し、留学生の勉学の一助としています。
・大学が小学校、中学校及び高等学校で行う国際理解教育のために留学生を派遣する事
業に協力しました。
・外国籍市民会議の委員として留学生に参加してもらいました。

12056

平成２５年度
実 績

指標及び説明
【指標】
国際交流センター利用人数

【説明】
国際交流センターの開館日１日あたりの利用
者数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２５ Ｈ２６

人 84 73 68 64

評 価 の 理 由
　１日当たりの国際交流センター利用人数の実績値は、昨年度からやや減尐しましたが、国
際交流センター受付業務の留学生への依頼、国際交流センターにインターネットコーナー
の設置などの取組ができているため、概ね順調に進ちょくしています。

改善の方策等
　国際交流センターの事業について、広報紙や公式ホームページを利用するとともに、公民
館などにも配布し、国際交流センターを広く利用していただけるように市民に向けて広く周
知してまいります。

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

施 策 の 内 容
　国際交流センター受付業務の提供、インターンシップ制度の普及、一般市民との触れ合
いを通じての相互理解の場などを提供し、留学生を支援します。

施 策 の 柱 (1)行政の国際化 担当課 担当課評価

細 施 策 ②留学生の支援
文化スポーツ部
国際文化交流課 Ｂ

改善の方策等
　今後も英語版広報川越の発行、外国籍市民会議の開催、外国籍市民相談などを定期的
に行い、共生意識を醸成するよう、事業を行ってまいります。

担当課評価

細 施 策 ①共生意識を醸成するための相互理解の推進
文化スポーツ部
国際文化交流課 Ａ

施 策 の 内 容
　外国籍市民と日本人市民は、同じ地域社会を構成する一員として、共生していくという意
識を持つことが大切であり、異なる文化を理解し、相互に尊重し、相互に助け合うことができ
るよう、具体的な交流や国際理解教育を進めて共生意識を醸成していきます。

12 12 12

外国籍市民会議の
開催(回）

6 6 6

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

英語版広報川越の
発行（回）

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進
【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進

施 策 の 柱 (1)行政の国際化 担当課

評 価 の 理 由
　月１回の英語版広報川越の発行、外国籍市民会議の開催、外国籍市民相談などを定期
的に行っており、順調に進ちょくしています。

・広報川越の内容を抜粋し、月１回英語版広報川越を発行しました。
・外国籍市民会議を開催し、市長へ報告を行いました。
・国際理解講座(１講座）を開講しました。
・外国籍市民相談として、生活相談（中国語及びスペイン語）を月各２回、法律相談、行政書
士相談を月各１回実施しました。
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

国際文化交流課
②留学生の支援 国際文化交流課

　国際交流センターの利用人数が減っているようなので、留学生が一般市民と
触れ合えるようなイベント等を国際交流センターで行っていただきたい。

Ａ

Ａ

【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進

施 策 の 柱 (1)行政の国際化

施 策 評 価

細施策 担当課

①共生意識を醸成するための相互理解の推進

施策評価
総合評価

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進
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　市民団体が主催する事業を連携協力して実施し、参加者数は昨年度からほぼ横ばいで
すが、国際貢献事業補助金が昨年度から交付件数も増え予算額上限まで補助金交付して
おり、概ね順調に進ちょくしています。

5,911
市民団体と連携した講
座等の延べ参加者数

5,461 6,280

　本補助金制度を広く周知し、外国籍市民を支援する市民団体等と連携協力することで、地
域の国際化を推進してまいります。

4

評 価 の 理 由

平成２５年度
実 績

・外国籍市民を支援する市民団体等が行う、国際貢献事業に対する補助金の交付を行いま
した。
・市民団体が主催する日本語教室等を毎週13講座、中国語教室を年間18講座を連携して
実施しました。
・市民団体が主催する「かわごえ国際交流フェスタ」を連携して実施しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

国際貢献事業補助
金（件）

3 2

改善の方策等

細 施 策 ②NGOなどとの協力と連携
文化スポーツ部
国際文化交流課 Ｂ

施 策 の 内 容
　国際交流や国際協力に取り組む市民団体、外国籍市民を支援する市民団体等と連携・協
力し、地域の国際化を推進していきます。

改善の方策等
　日本語指導員養成講座の内容の見直し検討を行い受講しやすくする工夫をし、今後も共
生意識を醸成するよう、多文化理解についての人材を発掘、育成してまいります。

施 策 の 柱 (2)国際感覚に優れた市民の育成 担当課 担当課評価

川越市外国籍市民国際
人材ネット年度末登録者
数(人）

40 40

評 価 の 理 由

　日本語指導員養成講座の講座内容の見直しを行ったため、平成25年度は新たな講座移行のため２
講座の開催となり参加者数は減尐となっておりますが、大学講座に準じた内容であり、講座修了時に
は有能な日本語指導員を養成することから有意義な講座を実施しており、また外国籍市民のための日
本語教室を毎週３日、午前、午後、夜間実施しているなど、概ね順調に進ちょくしています。

平成２５年度
実 績

・日本語指導員養成講座を実施し、外国籍市民に日本語を教えられる人材の育成に努めま
した。
・川越市外国籍市民国際人材ネットを募集しました。
・日本語講座「クラッセで日本語」において、外国籍市民のための日本語教室を毎週３日
（月・金・土）、午前、午後、夜間に開催しました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

日本語指導員養成講
座参加者数（人）

751（4講座） 525（4講座） 358（2講座）

35

細 施 策 ①人材の開発と育成
文化スポーツ部
国際文化交流課 Ｂ

施 策 の 内 容
　海外勤務経験者、帰国子女、教員、外国籍市民などさまざまな経歴を有する優れた人材
を発掘し、地域の国際化の担い手として育成します。

【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進

施 策 の 柱 (2)国際感覚に優れた市民の育成 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ

　地域の活動を効果的に展開するために、市民や市民国際交流団体が中心と
なる機関を設置していただきたい。

2 4

文化スポーツ部
国際文化交流課 Ｂ

平成２５年度
実 績

　国際貢献事業補助金を申請する団体や市役所を訪問した団体から、その団体の活動に
ついての話を伺うなど、川越市内の市民の国際交流団体の把握に努めました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

国際貢献事業補助
金利用団体数

3

施 策 の 内 容
　地域の活動を効果的に展開するために、市民や市民国際交流団体が中心となる機関を
設置し、社会的に認知されるまでの間、行政が支援していきます。

施 策 の 柱 (2)国際感覚に優れた市民の育成 担当課 担当課評価

細 施 策 ③地域の国際化推進体制の整備

学 識 経 験 者
意 見 等

③地域の国際化推進体制の整備 国際文化交流課
施 策 評 価

細施策 担当課

①人材の開発と育成 国際文化交流課
②NGOなどとの協力と連携 国際文化交流課

施策評価
総合評価

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進

【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進

施 策 の 柱 (2)国際感覚に優れた市民の育成

評 価 の 理 由
  国際貢献事業補助金の実績値が昨年と比べて増えており、国際貢献事業補助金の相談
や申請の際に団体活動について話を伺っており、市民団体の把握については、概ね順調
に進ちょくしています。

改善の方策等
　今後も川越市内で活動している団体から話を伺うほか、他市の状況についても調査・研究
し、市民団体の把握に努め、市民活動による地域の国際化が推進されるよう検討してまいり
ます。

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進
【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進
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　姉妹都市交流委員会において、アジア地域との新たな交流について調査・研究を進めて
おり、また、アジア関連講座の共催やさまざまな交流を行っており、概ね順調に進ちょくして
います。

　アジア地域との交流については、姉妹都市という関係にとらわれない新たな交流の方法を
探り、市民に更なる国際交流や異文化理解の場を提供していくよう努めてまいります。また、
他市の状況等も調査し、今後、取り組むべきアジア地域との交流に向けて、調査・研究して
いきたいと考えております。

2

担当課

施 策 の 内 容
　身近なアジアの地域とは、政治・経済・歴史・文化などさまざまな分野で相互理解し、発展
するために、より質の高い交流・協力関係を構築していきます。

平 成 ２ ５ 度
実 績

・姉妹都市交流委員会において、川越市における今後の方向性について機会があるごとに研究して
おります。
・川越市日中友好協会の主催する中国語講座を連携して実施しました。
・川越市外国籍市民会議の委員がアジア出身者で８割の構成となっており、交流協力関係を築いてい
ます。
・国際交流センターの受付業務をアジアからの留学生に行ってもらいました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

川越市姉妹都市交流委
員会(回）

評 価 の 理 由

改善の方策等

3 3

担当課評価

細 施 策 ②新しい地域、都市との交流創出
文化スポーツ部
国際文化交流課 Ｂ

10 14

評 価 の 理 由
　海外姉妹都市間交流数の実績値が昨年度に比べ増えており、順調に進ちょくしていま
す。

改善の方策等
　海外姉妹都市との交流については実施時期や規模、費用など難しい面はありますが、目
標値の実施に向けてさまざまな交流方法を研究・検討してまいります。

施 策 の 柱 (3)姉妹都市交流の更なる充実

平成２５年度
実 績

　セーレム市訪問中学生交流団の派遣、セーレム市文化公演者派遣、オータン市訪問川越
市民号の派遣、オッフェンバッハ商工会議所表敬訪問、市立川越高校ノースセーレム高校
交流団の派遣、日独ビジネス研修生相互派遣を実施しました。

指標及び説明
【指標】
姉妹都市(海外）間の交流数

【説明】
海外姉妹都市との年間交流回数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

件 3 5 3 8

細 施 策 ①川越市姉妹都市交流委員会への支援強化
文化スポーツ部
国際文化交流課 Ａ

施 策 の 内 容

・姉妹都市交流を一層発展させるため、川越市姉妹都市交流委員会との連携を図り、支援
します。
・姉妹都市交流の有効活用を通じて、市民に国際交流の場を提供し、青尐年の国際理解を
推進します。

【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進

施 策 の 柱 (3)姉妹都市交流の更なる充実 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進
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細施策 施策の柱
Ａ
Ｂ

施策評価
総合評価

Ａ
Ａ

　アジアの都市との姉妹都市交流については、今後も検討をお願いしたい。
学 識 経 験 者
意 見 等

担当課

①川越市姉妹都市交流委員会への支援強化 国際文化交流課
②新しい地域、都市との交流創出 国際文化交流課

施 策 の 柱 (3)姉妹都市交流の更なる充実

施 策 評 価

細施策

【施策】　 １　多文化共生と国際交流・協力の推進

【方向性】 Ⅳ－多文化共生と国際交流・協力の推進
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　スポーツ実施率は、前年度よりも回復し、一昨年度並となりました。より多くの方がスポーツ
に親しむことができるよう、さまざまなスポーツ教室や「生涯スポーツフェスティバル」「小江戸
川越マラソン2013」等の特色ある大会を実施しました。

評 価 の 理 由
  福原地区の総合型地域スポーツクラブ設置を目指し、設立準備委員会を立ち上げ、団体
への説明会の開催や他クラブへの視察の支援を行い、設置に向け、概ね順調に進ちょくし
ています。

Ｈ２５ Ｈ２６

平成２５年度
実 績

　日本スポーツ振興センターの平成25年度総合型地域スポーツクラブ創設支援事業の助成
を受け、福原地区における「総合型地域スポーツクラブ」の設立を目指し、準備委員会等を
立ち上げ設置に向けた準備を進めました。

指標及び説明
【指標】
総合型地域スポーツクラブの設置数

【説明】
市内に創設された総合型地域スポーツクラブ
の数

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

5件 2 2 2 3 3

67.8 60.0

評 価 の 理 由

改善の方策等
　市民のスポーツに対する実態やニーズを考慮し、各教室・大会の内容の更なる充実を
図っていきます。

　スポーツ実施率は前年度を上回り、一昨年度並となりました。各教室、大会等は内容を充
実させながら実施しており、本施策全体としては概ね順調に進ちょくしています。

Ｈ２６

％ 46.8 実施なし 65.2 47.9

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進
【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進 担当課

細 施 策 ②スポーツ教室・大会等の充実
文化スポーツ部
スポーツ振興課

改善の方策等

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進 担当課

　今後も、他の地域にも総合型地域スポーツクラブを設置できるように、情報提供を図ってい
きます。

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

平成２５年度
実 績

指標及び説明
【指標】
スポーツ実施率（成人の月１回以上のス
ポーツ実施率）

【説明】
成人における月１回以上スポーツを実施した
人の割合

指 標 の 推 移
単位

現在値
（Ｈ２１）

担当課評価

細 施 策 ①総合型地域スポーツクラブの設置・育成
文化スポーツ部
スポーツ振興課 Ｂ

施 策 の 内 容
　誰もが、いつでも、どこでもスポーツに取り組めるようにするため、各地域で自主的に運営
する総合型地域スポーツクラブの設置・自立を支援していきます。

Ｂ

施 策 の 内 容

担当課評価

　スポーツへのきっかけをつくり、継続していくことができるようにするため、魅力あるスポーツ
教室・大会等の充実を図っていきます。

実　　績　　値
目標値
（Ｈ２７）Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

90



細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 評 価

細施策 担当課

①総合型地域スポーツクラブの設置・育成 スポーツ振興課
②スポーツ教室・大会等の充実 スポーツ振興課

Ｂ

Ｂ
　スポーツ活動の推進については、民間と連携を図り、役割分担をしながら、生
涯にわたってスポーツに親しむきっかけづくりに取り組んでもらいたい。

総合評価
施策評価

施 策 の 柱 (1)スポーツ活動の推進

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

【施策】　 １　生涯スポーツの推進
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　講習会や研修会の内容が、市内各地域や各団体で生かすことができるよう、スポーツ指導
者の活用について今後検討していきます。

改善の方策等

評 価 の 理 由

　施設の改修工事や修繕、新設体育館の建設には、予算が伴うことから、計画通りに進めら
れないこともあります。

　既存スポーツ施設の改修工事や修繕が計画的に行うことができており、概ね順調に進ちょ
くしています。

新設体育館検討会
議の開催数（回）

3

平成２５年度
実 績

　既存スポーツ施設については、川越運動公園総合体育館メインアリーナのつり天井の改
修工事を行いました。

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

1 1

主な運動施設の
修繕件数（件）

71 90 64

細 施 策 ②スポーツ施設等の整備・充実
文化スポーツ部
スポーツ振興課 Ｂ

施 策 の 内 容
　スポーツ活動の場を確保するため、既存スポーツ施設の計画的な整備・改善、新設体育
館の建設に取り組みます。

改善の方策等

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備 担当課 担当課評価

評 価 の 理 由

平成２５年度
実 績

成 果 実 績

項目名（単位） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

指導者養成講習会
実施団体数（団体）

30 30

　体育協会加盟団体31団体中30団体が指導者養成講習会を行っています。また、スポーツ
尐年団の認定員養成講習会も定員以上の申し込みがありました。上記団体以外にもスポー
ツ推進委員連絡協議会や女性スポーツ団体連絡協議会でも、指導者養成のための研修を
行っており、概ね順調に進ちょくしています。

　体育協会加盟団体が、それぞれの種目ごとに技術講習会や審判講習会を行い、適切な
指導ができるようにスポーツ指導者の養成に努めました。また、スポーツ尐年団の指導者に
対し、認定員を養成する講習会を行いました。

スポーツ尐年団スポーツ
リーダー養成講習会(人） 50 54 70

30

細 施 策 ①スポーツ指導者等の養成・活用
文化スポーツ部
スポーツ振興課 Ｂ

施 策 の 内 容
　各スポーツ団体等を育成・支援するとともに、市民のニーズに合わせて適切な指導ができ
るようにするため、スポーツ指導者の養成に努め、その活用を図ります。

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備 担当課 担当課評価

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進
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細施策 施策の柱
Ｂ
Ｂ

施策評価
総合評価

Ｂ

Ｂ

　スポーツ指導者は、スポーツの技術があるだけでなく、青少年を育てる意識を
持っている方になっていただきたい。

学 識 経 験 者
意 見 等

施 策 の 柱 (2)スポーツ環境基盤整備

【方向性】 Ⅴ－生涯スポーツの推進

【施策】　 １　生涯スポーツの推進

施 策 評 価

細施策 担当課

①スポーツ指導者等の養成・活用 スポーツ振興課
②スポーツ施設等の整備・充実 スポーツ振興課
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